
－１－ 

行政常任委員会 

 

令 和 ５ 年 ９ 月 ２ ０ 日 （ 水 ）               

午 前 ９ 時 ５ ９ 分 開  会               

 

○南委員長   おはようございます。  

 それでは、ただいまより行政常任委員会を開会いたします。  

 今日は水産農林、商工観光、建設、教育委員会まで行きたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。  

 なお、本日の欠席通告者は、病気のため村田幸隆委員、出産のため中里沙也加委

員であります。  

 それでは、水産農林課から、議案第４６号の尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定

の所管説明をお願いいたします。  

○芝山水産農林課長   おはようございます。水産農林課です。よろしくお願いい

たします。  

 それでは、議案第４６号、令和４年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てのうち、当課に関する決算状況につきまして、歳入歳出決算書並びに主要施策の

成果及び実績報告書を用いて説明いたします。  

 それでは、歳出について御説明いたします。  

 決算書１６２ページ、１６３ページでございます。通知いたします。  

 ５款農林水産業費、１項農業費でございます。  

 １目農業委員会費、予算現額１ ,０２１万４ ,０００円に対し、支出済額１ ,０１

５万１ ,０２３円、不用額は６万２ ,９７７円でございます。主な支出は、１節報酬

は、農業委員会における委員報酬１６８万８ ,４００円と、次のページをお願いい

たします。１８節負担金、補助及び交付金、農業会議負担金１９万２ ,０００円な

どでございます。  

 ２目農業振興費、予算現額１ ,４７０万７ ,０００円に対し、支出済額１ ,３３０

万３ ,０３２円、不用額は１４０万３ ,９６８円でございます。支出は、７節報償費

２４９万６ ,０００円は、甘夏農家の地域おこし協力隊１名の１２か月分の報償と、

８節旅費から１３節使用料及び賃借料に関する支出の主なものは、国の交付金を活

用いたしましたみどりの食料システム戦略緊急対策事業における有機農業産地づく

り推進事業に係るもので、こちらにつきましては、農林振興係、野田係長より主要
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施策の成果及び実績報告書にて説明をさせていただきます。  

 それでは、主要施策を通知いたします。  

○野田水産農林課係長   それでは、実績報告書にて説明させていただきます。  

 ５８ページを御覧ください。  

 みどりの食料システム戦略緊急対策事業、有機農産地づくりについてであります。  

 事業の目的は、環境負荷を低減する有機農業を推進し、農作物の付加価値向上と

新たな販路拡大を図り、持続可能な地域農業を目的としております。  

 内容は、３か年事業の初年度となる令和４年度につきましては検討会を設置し、

生産から加工、流通、消費に至るまで幅広い意見聴取を行うとともに、専門家によ

る有機栽培技術指導や有機農業資材の圃場実験を進めながら、尾鷲市有機農産地づ

くり実施計画の策定に取り組みました。  

 主な事業費は以下のとおりであります。需用費の１２７万１ ,６６９円につきま

しては、有機資材の圃場実験用資材、有機肥料、葉面散布酵素、かん水実験、草生

栽培用種子等の実験用の資機材購入ですが、この需用費における不用額５７万８ ,

０９９円につきましては、専門家及び農業者と協議した結果、最終的な圃場実験の

面積が少なくなったためでございます。  

 成果としましては、生産、加工、流通の三つの柱に１３の取組を定めた尾鷲市有

機農産地づくり実施計画を策定したことにより、今後も国の補助を受けながら、有

機農業の普及を軸とした地域農業の活性化を進めていけるとともに、専門家による

農業技術指導を通して、農業者の有機栽培技術の向上のみならず、営農意欲につい

ても向上が図られたと思っております。  

 事業費、決算額は４８３万３ ,０００円で、県支出金としてみどりの食料システ

ム戦略緊急対策交付金４８１万２ ,０００円、一般財源２万１ ,０００円でございま

す。  

 説明は以上です。  

○芝山水産農林課長   決算書１６４ページ、１６５ページにお戻りください。通

知します。  

 一番下、下段でございます。  

 １８節負担金、補助及び交付金、支出済額５５５万７ ,１９０円でございます。

主なものは、補助金の中山間地域等直接支払事業費補助金２２１万２ ,７９０円、

これは、天満浦開拓農地における中山間地域での国の農業活動支援補助金、尾鷲市

地域おこし協力隊活動費補助金１５０万円は、天満浦甘夏ミカンの地域おこし協力
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隊への活動補助金、農業次世代人材投資事業補助金１５０万円は、三木里地区で営

農をする新規就農者への就農初期段階５年間に対する補助金でございます。  

 次のページをお願いいたします。  

 ３目農地費、予算現額２５６万２ ,０００円、支出済額２５３万８ ,１７８円、不

用額は２万３ ,８２２円でございます。  

 １０節需用費１７３万８ ,０００円は、小原野農業用水路修繕など農業用水路修

繕５か所と、農道上岡線路側修繕など、農道３か所の修繕料でございます。  

 １１節役務費７５万１ ,１７８円は、雨駄農業用水路など１１か所の農業用水路

草刈手数料や曽根農道など４か所の農道草刈手数料でございます。  

 続いて、２項林業費でございます。  

 １目林業総務費、予算現額２ ,７２０万７ ,０００円、支出済額２ ,６６１万８ ,４

２５円で、不用額は５８万８ ,５７５円でございます。  

 主な支出は、次のページをお願いいたします。  

 １３節使用料及び賃借料４１万８ ,９０４円は、林地台帳のデータベースである

三重県森林資源情報管理システムの使用料２７万７ ,２００円などでございます。  

 １８節負担金、補助及び交付金７８万円は、尾鷲林政推進協議会など、林業関係

の７団体への負担金でございます。  

 続きまして、２目林業振興費でございます。予算現額５ ,２７７万５ ,０００円に

対し、支出済額４ ,６７２万３ ,３５５円で、不用額は６０５万１ ,６４５円でござ

います。主な支出は、７節報償費、支出済額３４６万７ ,０００円は、ニホンザル

５３頭分、イノシシ３４頭分、ニホンジカ３２５頭分に係る有害鳥獣捕獲奨励金で

ございます。  

 １０節需用費２２６万７ ,４５６円のうち、消耗品費は新型コロナウイルス感染

症対応地方創生臨時交付金を活用した市内幼稚園、保育園、認定こども園、小学校、

中学校での地元産材活用支援事業としての木工用工作キットの購入で１４４万６ ,

５００円や、動物駆逐用花火など獣害対策に要する消耗品２１９万８０円など、修

繕料は獣害パトロール用車両の修理代でございます。  

 １２節委託料、支出済額は２ ,０２５万１ ,０００円で、不用額２１８万３ ,００

０円でございます。不用額は、森林経営管理事業における森林管理業務委託料での

測量の距離が縮小したことによる委託料の減額１８９万４ ,０００円などによるも

のでございます。委託料の内訳は、森林経営管理事業業務委託料１ ,６１８万１ ,０

００円は、森林環境譲与税を原資とした森林調査事業で、須賀利地区での測量、森
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林調査２６ヘクタールと間伐１４ヘクタール、三木里地区での境界確認業務１１５

ヘクタールの委託料でございます。この森林環境譲与税による事業により、適切な

管理が行われていない民間所有森林の手入れをし、市町村が仲介役となり、経営意

欲の高い林業経営者につなぐことで、森林が持つ多目的、多面的な機能を十分に発

揮させることを目的としております。流域防災機能強化対策事業業務委託料３３０

万円は、渓流沿いで適切な管理が行われていない民間所有森林において、流木や土

砂災害を引き起こすおそれのある森林について、所有者と市が協定を結び、整備す

る事業でございます。昨年度は梶賀地区内において２ .１４ヘクタールの間伐を行

ったものでございます。  

 １４節工事請負費６９９万７ ,１００円は、全額尾鷲みどりの基金事業による林

道白浜谷線の舗装工事で、２３１ .３メートルのアスファルト舗装を行ったもので

ございます。  

 １７節備品購入費２３万４９４円は、森林環境譲与税による測量システム管理用

のパソコン等の購入代金でございます。  

 １８節負担金、補助及び交付金１ ,３０７万５ ,０００円のうち、人家裏危険木伐

採事業補助金７８万５ ,０００円は、全額みえ森と緑の県民税によるもので、人家、

住民の安全性、財産などに対して危険性のある危険木の被害予防といたしまして、

伐採経費の８割、５０万円を限度額として、自治会や各区自主防災会などの組織に

補助をするものでございます。昨年度は三木浦区、須賀利区の２団体に補助をいた

しました。  

 次のページをお願いいたします。  

 尾鷲みどりの基金事業補助金１ ,０８２万円は、全額尾鷲みどりの協会からの基

金による森林組合おわせへの造林等の補助金でございます。不用額が２６８万２ ,

０００円と多額なことは、尾鷲みどりの基金事業における森林組合おわせへの補助

金の事業計画の変更に伴う減額１４６万７ ,０００円と、尾鷲産材活用促進補助金

の残額５０万円、人家裏危険木伐採事業補助金の残額７１万５ ,０００円でござい

ます。  

 続きまして、林道開設改良費でございます。予算現額４ ,１２４万４ ,０００円に

対し、支出済額４ ,０２４万６ ,８０８円で、不用額は９９万７ ,１９２円でござい

ます。主な支出は、１０節需用費３６７万７ ,７２０円のうち、修繕料３１９万７ ,

５５７円は、林道龍の谷線路肩修繕など１４路線の修繕料３０７万４ ,５００円と

４ＷＤ車両に係る修繕料１２万３ ,０５７円でございます。  



－５－ 

 １２節委託料１ ,０８９万円は、農山漁村地域整備交付金事業として、市が管理

をしております林道における橋梁の長寿命化を図る事業でございますが、そのうち

測量・設計業務委託料２６７万３ ,０００円は、林道矢ノ川線橋梁長寿命化に係る

測量設計委託、林道橋点検健全性評価業務委託料５５７万７ ,０００円は、１０年

に一度計画を見直すための全ての林道橋の点検業務の委託料、また、林道橋長寿命

化修繕計画策定業務委託料２６４万円は、その点検結果に基づいて修繕計画を策定

する業務委託料でございます。  

 １４節工事請負費１ ,８９９万８ ,１００円は、農山漁村地域整備交付金事業での

林道矢ノ川線橋梁長寿命化のための補修工事費９８３万４ ,０００円と、一般林道

整備事業における林道大根須賀利線アスファルト舗装工事１７８メートル分と、の

り面改良工事で９１６万４ ,１００円でございます。  

 続きまして、３項山林事業費でございます。  

 １目管理費、予算現額１億２ ,７６１万円に対し、支出済額１億２ ,７１４万９ ,

８６８円で、不用額は４６万１３２円でございます。  

 主な支出は、次のページをお願いいたします。  

 １０節需用費は、ＦＳＣ森林管理認証に係る安全対策用消耗品の購入と、作業用

トラック、公用車の車検等に係る修繕が主なものでございます。  

 １２節委託料７ ,６７４万３ ,１００円のうち、みんなの森プロジェクト推進業務

委託料１ ,３２０万円は、プロジェクト全体を企画立案、進行管理全般を行う一般

社団法人Ｎｅｘｔ  Ｃｏｍｍｏｎｓ  Ｌａｂへのディレクション委託料、一つ飛び

まして、森林整備業務委託料３ ,１７４万７ ,１００円は、国立研究開発法人、森林

整備センターによる、いわゆる公団造林としての水源涵養や土砂流出防止を目的と

しました水源林造成事業で、全額森林整備センター負担の間伐等を行う事業でござ

います。この事業は、間伐した材で搬出可能なものは市場に流通をさせており、そ

の収益の４割は森林整備センターに、残りの６割は尾鷲市に分収されるというもの

でございます。本市におきましては、経費を全額負担していただいて、水源涵養、

森林整備をしてもらえる上に、利用間伐収益の６割を頂けるという大変ありがたい

事業でございます。なお、昨年度の本市への間伐収入は１７６万７ ,４７０円でご

ざいました。  

 列状間伐及び植付業務委託料からガンガゼ除去作業委託料までは、昨年度のヤフ

ー株式会社様からの企業版ふるさと納税による事業でございます。みんなの森での

利用間伐や植付け、伐採跡地への獣害防護柵の設置などの森林業務委託。なお、補
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正予算の際に中村委員からバイブスの森への獣害柵の設置の御質問をいただきまし

たが、その柵の設置はこの予算から支出をさせていただいているものでございます。  

 生物多様性調査業務委託料は、公益財団法人日本自然保護協会へのみんなの森の

生物量調査委託、森林ふれあいゾーン空間デザイン及び森林整備業務委託料は、み

んなの森への土壌改良や水脈づくりをしながら、生物多様性と林業の両立する森の

モデルとなる森林整備を行っているものでございます。  

 ガンガゼ除去作業委託料は、みんな森プロジェクトでのブルーカーボンの取組と

しての九木漁港内での藻場再生の委託料でございます。  

 １３節使用料及び賃借料１６３万１ ,４３９円は、市有林管理を行う当課山林作

業員の車の借上料、チェーンソーなどの機械借上料などでございます。  

 １４節工事請負費８１万７ ,３００円も、同じくヤフー株式会社様からの寄附に

よるみんなの森の駐車場整備でございます。  

 １８節負担金、補助及び交付金１０４万７ ,１００円のうち、ＦＳＣグループ認

証負担金８４万４ ,８００円は、同グループ認証を継続するための負担金でござい

ます。  

 続きまして、４項水産業費でございます。  

 １目水産業総務費は、全て職員人件費でございます。  

 次のページをお願いいたします。  

 ２目水産振興費、予算現額２ ,３０３万４ ,０００円に対し、支出済額２ ,１３９

万４ ,８５７円で、不用額は１６３万９ ,１４３円でございます。  

 ２目水産振興費での事業は、アオリイカ産卵床事業、後継者育成事業、藻場再生

など、水産多面的機能事業、ヒロメ、マガキなどの藻類・二枚貝養殖普及事業、料

理教室などの水産物普及啓発事業が主な事業で、１０節需用費に係るものは、これ

らの事業における消耗品費や車両燃料費、修繕料でございます。  

 １１節役務費１１８万８ ,７０６円のうち、間伐材運搬等手数料９万９ ,０００円

は、アオリイカ産卵床用のヒノキ材の運搬手数料、漁獲量調査手数料１９万２ ,０

００円は、市内の漁獲量を三重外湾漁協に調査をしていただいている手数料でござ

います。血液検査手数料８４万４ ,７１２円は、国の補助を受けて取り組んでおり

ます養殖魚健康増進支援事業での養殖マハタ等の血液検査に係るもので、この事業

につきましては後ほど係長より説明いたします。  

 １２節委託料４７１万８ ,７６７円は、地元水産物活用支援事業委託料として新

型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、市内の幼稚園、保育園、
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認定こども園、小学校、中学校の給食の材料として尾鷲市で水揚げされる水産物を

確保し、納品する委託で、おおむね月２回程度、幼稚園、保育園、認定こども園で

は年間１９回、小学校、中学校で年間１１回の養殖マダイ、養殖マハタ、天然ブリ、

養殖ブリなどを水産事業者支援と魚食普及、食育を兼ねて行った事業でございます。  

 次のページをお願いいたします。  

 尾鷲市漁業体験教室業務委託料９万８ ,０００円は、九鬼大敷、早田大敷でのそ

れぞれ１名ずつの定置網漁体験や漁村生活体験などの委託料でございます。  

 １３節使用料及び賃借料６８万７ ,６１６円のうち、エアーボンベや船舶の借上

料は、アオリイカ産卵床設置事業やガンガゼ駆除による藻場再生事業、尾鷲湾、賀

田湾の毎月の水質検査に係る用船代などでございます。  

 １８節負担金、補助及び交付金、支出済額は１ ,３３１万２ ,４８２円で、主な支

出は、負担金として、カサゴ放流事業負担金５３万円は、カサゴ稚魚１万尾の放流

に対する負担金、水産多面的機能発揮対策事業負担金４４万４ ,０００円は、尾鷲、

九鬼、早田、三木浦で行っております藻場再生事業におけるガンガゼ除去などの活

動に対する負担金でございます。特定海域展開事業負担金１５７万５ ,０００円は、

ヒラメ種苗３万７ ,５００尾の放流、地域展開促進事業負担金４９万９ ,０００円は、

マダイ５万尾の放流、資源回復計画促進事業負担金４９万６ ,０００円は、トラフ

グ１万５ ,５００尾の放流に対する負担金でございます。漁業共済事業負担金２１

７万７ ,７４０円は、漁業者の漁業災害補償法に基づく共済制度で、赤潮特約事業

について該当する掛金の９分の６を国が負担し、９分の２を県、９分の１を市が負

担する制度によるものでございます。補助金は、一番下の漁業設備整備・更新事業

補助金５５３万４ ,０００円、これは新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時

交付金を活用した、コロナ禍を乗り越え、水揚げ量の増大や機能の充実に努めるこ

とを目的とした尾鷲魚市場の水揚げ時に使用する水槽タンク５０個やトラッククレ

ーン１台の購入など、三重外湾漁協の１ ,１０６万９ ,７４９円の事業費に対する約

２分の１の補助金でございます。その他は例年と同じ各種団体事業に対するもので

ございますが、コロナ禍の影響によりイベント開催や先進地視察等、例年どおりの

活動ができていないものにつきましては、その分を差し引いた額となっております。  

 それでは、養殖魚健康増進支援事業につきまして、主要施策の成果及び実績報告

書にて、水産振興係、竹内係長から説明をさせていただきます。  

○竹内水産農林課係長   それでは、養殖魚健康増進支援事業について御説明いた

します。  
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 本事業は、事業の目的の欄でございますが、養殖マハタ、シマアジの主に健康な

魚づくりのための養殖技術の向上を目的としております。  

 事業の内容の欄を御覧ください。  

 （１）飼育管理状況や生残状況の聞き取り、（２）体表寄生虫の計数及び粘液量

の検査、（３）血液検査等による健康診断を実施し、結果を取りまとめ、（４）防

疫体制の普及・啓発を図りました。  

 事業費は、旅費４万９ ,３６０円、需用費として、検体代５９万２ ,３７０円、試

薬、消耗品代３０万７ ,２３５円、役務費として、養殖魚の血液検査手数料８４万

４ ,７１２円です。  

 事業成果の欄を御覧ください。  

 採血と体表寄生虫の採取を５月から６月、７月から８月、９月から１０月の３回

において行いました。また、６月２９日に生産者の会合を開き、専門家による講演

を開きました。３月８日にウェブ報告会で発表を行い、専門家等の意見、評価をい

ただいたところであります。  

 事業費１７９万４ ,０００円のうち、国庫支出金が１２１万８ ,０００円、一般財

源が５７万６ ,０００円でございます。国の補助事業としての期間は今年度までと

なっており、今年度は調査の継続に加え、ハダムシ対策に向けた大学との共同研究

を実施しているところです。  

 説明は以上です。  

○芝山水産農林課長   決算書１７６、１７７にお戻りください。通知します。  

 一番下の段でございます。  

 ３目漁港管理費、予算現額４９６万４ ,０００円に対し、支出済額４４３万８ ,１

４１円で、不用額は５２万５ ,８５９円でございます。主な支出、１０節需用費２

０３万７ ,００１円のうち、修繕料は、大曽根浦漁港の岸壁修繕など、市が管理す

る漁港施設に係る１０件分の修繕料でございます。  

 次のページをお願いいたします。  

 １２節委託料のうち、整備点検業務委託料１５８万４ ,０００円は、市が管理す

る漁港防潮扉の法定点検業務委託でございます。  

 続いて、４目漁港建設費、予算現額１億９２８万９ ,０００円に対し、支出済額

は９ ,７０７万５ ,３８７円、翌年度繰越額として、繰越明許費が１ ,１８８万円で、

不用額は３３万３ ,６１３円でございます。繰越明許費１ ,１８８万円は、昨年度の

水産基盤ストックマネジメント事業において、九木神社前の九木漁港係留突堤のチ
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ェーン取替え工事で生じた差金を九鬼駅前の岸壁工事に充て、１４節工事請負費と

して繰り越したものでございます。  

 １２節委託料４０８万１ ,０００円のうち、積算業務委託料１２８万７ ,０００円

は、令和４年度にて補正計上をいたしました水産基盤ストックマネジメント事業に

よる九鬼駅前岸壁補修工事に係る積算業務委託料でございます。同じく積算業務委

託料の繰越明許費分２７９万４ ,０００円は、同じく九木漁港でのストックマネジ

メント事業で、令和３年度から４年度に繰り越した分の駅前岸壁の積算業務委託料

でございます。  

 １４節工事請負費、支出済額８ ,４３３万４ ,３００円で、繰越明許費１ ,１８８

万円は、先ほどの説明のとおりでございます。支出済額８ ,４３３万４ ,３００円の

内訳は、先ほどからの九木漁港ストックマネジメント事業による工事請負費分が４ ,

７３４万２ ,４００円、そのほかの工事といたしまして、漁港整備事業として、古

江漁港の防潮扉改良工事で２ ,１５７万２ ,１００円、これについては、新規事業に

つきまして、後ほど基盤整備係主幹が主要施策の成果及び実績報告書にて御説明い

たします。また、県単漁港改良事業といたしまして、大曽根浦漁港西網干場の舗装

工事２５２万１ ,２００円でございます。工事請負費の繰越明許費分１ ,２８９万８ ,

６００円は、九木漁港でのストックマネジメント事業による、先ほどの令和３年度

から４年度に繰越しをした繰越明許費分の工事請負費でございます。  

 それでは、令和４年度の漁港整備事業につきまして、主要施策の成果及び実績報

告書にて、基盤整備係、岡田主幹から説明をさせていただきます。通知します。  

○南委員長   ちょっと待ってください。  

 １０時３０分にＪアラートの予告放送と、１１時ジャストにＪアラートの予告放

送、２回ありますので、急遽中断させていただきますことを御了解お願いいたしま

す。  

○岡田水産農林課主幹兼係長   実績報告書７８ページについて説明させていただ

きます。  

 事業名、漁港整備事業。  

 事業の内容は、古江漁港Ｎｏ .１防潮扉改良工事になります。有事の際に使用可

能な状況を維持するため、毎年市内漁港施設に設置している樋門及び防潮扉３３基

分の点検業務委託を発注しており、その点検において不具合や整備が必要な箇所の

補修工事を行ったものであります。  

 事業費は２ ,００９万３ ,７００円で、このうち古江漁港Ｎｏ .１防潮扉改良工事
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に伴う工事費用は２ ,００９万３ ,７００円、財源内訳は、その他特定財源２ ,００

０万円、一般財源９万４ ,０００円であります。  

 説明は以上でございます。  

○南委員長   少しＪアラートのため中断いたします。  

（休憩  午前１０時２９分）  

 

（再開  午前１０時３２分）  

○南委員長   委員会を再開いたします。  

○芝山水産農林課長   それでは、決算書はページをずっと後ろに飛びまして、２

３６ページ、２３７ページをお願いいたします。よろしいですか。  

 １０款災害復旧費、１項農林水産業施設災害復旧費、１目現年発生農林水産業施

設災害復旧費でございます。予算現額２００万円に対し、支出済額がゼロで、全額

不用額でございます。これは、当課に関する施設の災害復旧費でございますが、昨

年度は幸い該当がなかったことから支出がなかったものでございます。  

 以上で当課に係る決算説明を終わらせていただきます。よろしく御審議賜り、御

承認くださいますようお願いいたします。  

○南委員長   ありがとうございます。  

 水産農林課関連の一般会計歳入歳出決算の認定の説明は以上でございます。  

 御質疑ある方。  

○中村委員   決算書の１７１ページの委託料のところでちょっと教えていただき

たいんですけれども……。  

○南委員長   １４１。  

○中村委員   １７１。１２節の委託料で、これって、林道に架かる橋って計何本

ですか。  

○岡田水産農林課主幹兼係長   すみません。また後ほど答えさせてもらいます。  

○芝山水産農林課長   林道自体は全部で３０路線ございます。そこに架かる橋梁

全てということで、正確な本数につきましては後ほど、すみませんが回答させてく

ださい。  

○中村委員   この測量から始まって、長寿命化の設計までは全部……。  

○南委員長   ちょっと中断します。  

（休憩  午前１０時３３分）  
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（再開  午前１０時３５分）  

○南委員長   すみません。度々中断するおそれがありますので、よろしくお願い

いたします。  

 それでは、係長、お願いいたします。  

○岡田水産農林課主幹兼係長   すみません。先ほど、中村委員からの御質問にお

答えさせてもらいます。  

 ３９橋になります。全てで。  

○中村委員   測量からあれまでの業務委託は何社に発注されていますか。  

○岡田水産農林課主幹兼係長   随意契約で、三重県建設技術センターでお願いし

てもらっています。  

○中村委員   それでは、１７３ページの１２節委託料、みんなの森プロジェクト

のこれに関わってみえる職員というのが何人関わってみえるのかと、尾鷲の人が雇

用されているのか教えてください。  

○芝山水産農林課長   まず、このプロジェクトに関わっている職員数ということ

でございますが、主幹、それから、進行管理をさせていただいておりますのは水産

農林課当課でさせていただいております。このプロジェクトの中で、庁内で随時打

合せをさせていただいている課といたしましては、政策調整課、それから、環境課、

現在は防災危機管理課、また、あとは教育委員会でございます。そこで随時それぞ

れ該当する業務というものがございます。例えば環境課でありましたら環境基本計

画に基づく内容との照らし合わせであったりとか、そういったことを随時業務では

庁内で打合せをしながら進めさせていただいております。  

 それと、この業務の中での委託料の中で、市内に関係するところという内容だっ

たかと思いますが、まず、森林列状間伐とか植付業務、また、地ごしらえというの

は地元で入札をした結果、地元の森林組合にお願いしているものでございます。そ

れと、あとはガンガゼの除去の作業業務というのも地元のダイバーの皆様方にお願

いをしているものでございます。あとは、森林整備業務委託料、みんなの森プロジ

ェクトとは違います公団造林でございますが、こちらの森林整備業務につきまして

も、入札により地元の森林組合にお願いしているものでございます。生物多様性調

査業務につきましては、ちょっと専門性が高いということで、随意契約にて公益財

団法人日本自然保護協会のほうに委託をしているというものでございます。  

 以上です。  

○南委員長   課長、実績報告になりますもので、できたら主要施策のあれについ
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て説明をしていただくとよく分かるんですけれども。ほんなら、お願いします。  

○中村委員   みんなの森プロジェクト推進業務委託料が１ ,３２０万円払われてい

て、それが尾鷲の人が何人関わっているのか、職員がおられるのかをお尋ねしたん

ですけれども。  

○芝山水産農林課長   失礼しました。  

 みんなの森プロジェクト推進業務委託料の１ ,３２０万円につきましては、一般

社団法人Ｎｅｘｔ  Ｃｏｍｍｏｎｓ  Ｌａｂに全体の進行管理または企画振興とい

うものを、全体の業務管理を行っていただいているという委託料でございます。こ

のプロジェクト全体に対して関わっている職員というのは、先ほど私が説明させて

もらった各課で対応させていただいています。  

○中村委員   森林ふれあいゾーン空間デザイン及び森林整備業務委託料に関して

は、これもＮｅｘｔ  Ｃｏｍｍｏｎｓ  Ｌａｂに委託されているんですか。  

○芝山水産農林課長   こちらの森林ふれあいゾーンにつきましては、生物多様性

の森林づくりということをテーマにプロポーザルをいたしまして、これは北関東の

ほうで活動しています業者が、プロポーザルの結果、ここにお願いしているという

ものでございます。  

○中村委員   名前、教えていただけますか。  

○芝山水産農林課長   株式会社やまなり、平仮名でやまなりという株式会社でご

ざいます。  

○南委員長   他にございませんか。  

○小川委員   主要施策の成果のところの７６ページなんですけれども、非常に詳

しい検査とかやってもらっているみたいなんですけど、結果として成果は上がって

いるんですか。魚病が減ったとか。  

○竹内水産農林課係長   成果といたしましては、魚病につきましては、実は昨年

度、御存じのとおり水温も高くて結構魚病の被害、ありました。今年も水温、高い

ですので、実際、今被害、出始めております。  

 昨年度の成果を踏まえてですけれども、やはり体表についた寄生虫というのが今

までにないぐらいの被害が出ましたので、生産者さんたちもそれを軽減するための

工夫をされていて、今年は去年になかった取組として、ハダムシという寄生虫を落

とすようなやり方を私どもと県の水産研究所と一緒になってやった効果なんかを、

実は７月にモニタリングをさせてもらいました。一定の効果は出ているんですけれ

ども、それでもやはり被害、完全にゼロというわけではございません。なので、今
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年度をまた踏まえて、専門家の意見をいただきながら、来年度以降はどういったタ

イミングでどのぐらいの回数をやったらいいのかというのをまた協議して、そうい

った対策、マニュアル化できたらと考えております。  

 以上です。  

○小川委員   ハダムシ対策として経口薬を投薬するとか、あとは消毒とかありま

すけど、どっちを重点に置いてやられたんでしょうか。  

○竹内水産農林課係長   昨年度、経口駆虫剤というものを投薬して、実はそれと

いうのは元気な餌を食べる魚にしか効かないというのもありますし、コストも結構

かかります。なので、薬浴、皆さん、消毒というやつですけれども、過酸化水素の

薬浴というのが対処法として認められておりまして、それに従った方法を今年は主

にしております。  

○小川委員   魚病に対していたちごっこの部分があって、また新たなウイルスが

出てきたりとか、人間も一緒ですけど、どんどん出てきて、何かシマアジではもう

７割死んでしまったとか、そんな話もあるんですけれども、今後シマアジとかマハ

タとか、養殖、大丈夫かなと思うんですけど、その点はどのようにお考えですか。  

○芝山水産農林課長   養殖魚健康増進支援事業のほうでは、令和４年度、令和５

年度、２か年にわたって事業をしているわけですけれども、令和４年度で、あらゆ

る現行の飼育の仕方の調査をさせていただきました。そこでへい死率なども調べて、

そこでどういう飼い方が一番効果があったか、効果がいいのか、いい成績が出てい

るのかというところを調べて、そこで仮説を立てております。その仮説に基づいて、

令和５年度はその仮説が本当にいい効果を得ているのかという、今現在その実証実

験をしているというところです。ですので、今年度末には令和４年度で立てた仮説、

それから、その仮説に基づいて今年度実験をしている内容、それの結果というもの

を取りまとめた上で、先ほど、いたちごっこである部分はあるかと思いますが、そ

れでも現在の、少なくともハダムシ等の寄生虫によるへい死というものに対しては、

こういう飼育の仕方が一番いいんではないかということをマニュアルにまとめて、

これは国の専門委員もこのメンバーの中に入っていますので、その報告書が国にも

上がっていって、それがいろんな業界であったり、餌の会社も含めて、そういうと

ころに伝わっていくというようなベースになる事業だと思っております。ですので、

ここでの仮説がどこまで今年度の実験結果でいい結果が得られるものかというのは、

まだやってみないと分からないところはありますが、そういうところで、来年度以

降の飼育の仕方についてもちょっと期待はしているところでございます。  
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○小川委員   尾鷲だけじゃなくて全国的に、多分愛媛であったり、出ていると思

うんですけど、愛媛大学の情報とか、近畿大学の情報とかも全部、尾鷲にも入って

くるんですか。  

○芝山水産農林課長   検討委員会のほうには、そういう例えば寄生虫の専門家の

先生であったりとか、あとは餌の関係の専門家であったりとか、また、国の水産研

究所のメンバーであったり、そういった方々が入っていらっしゃいますので、年１

回、２回のそういう、今はオンラインも含めてなんですが、打合せの中でそういう

情報を共有しながら、また、外部の情報なんかもその先生方によって情報共有して

いただけるということでございます。  

○南委員長   よろしいですか。他にございませんか。  

○仲委員   農林水産業、水産農林課の決算をちょっと振り返ってみますと、林で

はみんなの森プロジェクトが３年度からスタートして、４年度、本格的になったと。

それから、森林経営管理事業も３年度からスタートしたけど、４年度で予算的には

大きくなったと。もちろん市有林の管理もあるんですけど。水産では、水産物の水

揚げとか、養殖の関係で力を入れておると。あとは、農ではみどりの食料システム

戦略緊急対策事業が４年度からスタートしたと。各担当をずっと見ると、頑張って

くれとるなと評価をしたいと思います。予算的にも３年度と４年度と比較すると、

決算上、１億１ ,０００万ぐらい増えていますね。この金額を見たとしても、職員

の人は大変だろうなというような感覚を受けています。今後も期待したいんですけ

ど。  

 質問ですけど、一つ、みどりの食料システム戦略緊急対策事業については、私も、

立体栽培にかなり興味を持って、イベントなりフォーラムに参加をしております。

そこで、三重県の県の職員の方も多数見えておりました。その関係上のことで、県

の農業研究所とか、県の農林水産部との有機農業への推進の意欲とか推進というの

はどのように担当課は考えられていますか。  

○芝山水産農林課長   そもそもみどりの食料システム戦略での有機栽培を進めて

いただいたのも、県の職員さんから、尾鷲は甘夏を中心にこういう取組をぜひやっ

てみたらどうかと。また、県のほうは補助申請から、もちろん毎回毎回の現場への

同行も含めて物すごくバックアップをすごくしていただいております。  

 一方で、県含め、東海農政局、農林水産省の中で、この地域は東海農政局という

ところの管轄になるんですが、東海農政局の職員、また、農林水産省本省の職員さ

んもこちらのほうに、現場のほうにも直接この事業を見学に来ていただきまして、
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東海エリア管轄の中でも、こういう生産者から消費者まで全部一貫したつながりを

持って取り組んでいる事業というのはなかなか例がないということで、ぜひともモ

デルとしても頑張ってほしいと。規模が小さいからできるというのも実はあるんで

すが、小さいながらもそういうモデルになるということで注目をいただいている、

応援していただいているものでございます。  

○仲委員   県内各市でも多分、みどりの食料システム戦略緊急事業、推進してお

るところもあると思うんですわ。そこらの市町との情報交換も含めて、特に情報発

信を、尾鷲市ではこういうふうにやっていますよ。今先ほど説明がありましたので、

国とか県の。安心をしていますけど、より以上に発信をお願いしたいと。  

○芝山水産農林課長   こちらも国のほうがすごく誘導、アドバイスしてくれてお

りまして、今年度、オーガニックビレッジという取組になります。有機の取組をし

ている自治体はオーガニックビレッジという国の制度に指定されております。その

宣言をぜひ首長にしてほしいということで、昨年度開催して好評でしたマルシェを

今年度も２月ぐらいを予定はしているんですが、そのマルシェの会場でオーガニッ

クビレッジ宣言という宣言をした上で、それを農林水産省を通して全国的に尾鷲も

こういう取組をしていますというのを普及させていきたいと、発信したいと思って

います。  

○南委員長   他にございませんか。  

○小川委員   決算書の１７３ページ、ガンガゼ駆除作業委託料のところなんです

けど、１０２万２ ,４００円の委託料。委託しているのは漁師の方に委託している

わけですか。  

○芝山水産農林課長   こちらは九木漁港ということで、九木漁港の中で営んでい

ただいていますダイビングの方にお願いをしています。また、漁師の皆さんも一緒

に出ていただいて作業していただいておるというものです。  

○小川委員   海の中で潰して殺すんですよね。違っていましたか。  

○竹内水産農林課係長   おっしゃるとおりで、海の中で潰して海中で魚の餌など

に利用されております。  

○小川委員   ガンガゼ、ただ殺したらそのままですけど、これを商品開発できる

と思うんですけれども、それを揚げて、ミンチをかけて、ミンチみたいにして冷凍

すればイシダイの餌になると思うんですけど、餌屋さん、それ、欲しがっています

よね。商品開発で漁業者の方の副収入ということで、ちょっと進めたらいいんじゃ

ないかと前から言いよったけど、なかなか進まん部分があって、これを取って餌に
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して売っているところもあるので、殺すんだったら商品開発できるんじゃないかと

思うんですけど、いかがでしょうか。  

○竹内水産農林課係長   確かにそういったことも聞いておりますし、そういった

ガンガゼを取られているという漁業者も実際おみえだというのは存じ上げておりま

す。ただし、この事業、みんなの森の中もそうですし、水産庁の事業である多面的

の事業のほうでずっと取り組んでいるんですけれども、目的としては藻場の再生と

いうところがありますので、一番効率よく短時間でたくさんガンガゼを除去すると

いう行為ですと、やっぱり海中で潰してしまうのが一番早いですので、この事業の

中ではこういったやり方をさせてもらっております。ただし、餌の利用というのも

聞くので、もしそれで魚業者の副収入になるのであれば、そういったこともやって

いただけたらなと実際思います。  

○小川委員   販売のルートだけでも水産農林課のほうでつけてやれば、すぐ出て

くるんじゃないですか、そういう人も。  

○芝山水産農林課長   今係長のほうから申し上げましたように、ガンガゼ除去の

事業というのは実は二つの事業で、水産多面的という国の制度に基づいて行ってい

る事業と、みんなの森のプロジェクトでのガンガゼ駆除というのは、ヤフーさんの

ほうからお金を頂いて、別途それにプラスしてやっているという事業でございます

ので、国のほうのルールは先ほど係長申し上げたように、効率よく藻場を再生する

ためにたくさん除去するというのがルールになりますが、ヤフーのほうの取組など

が、みんなの森がもしこういう除去作業が今後、また寄附などを頂けて継続するこ

とができるのであれば、そちらのほうからちょっと、今、先ほど申し上げられたよ

うな別のアプローチはしてみてもいいかもしれないというふうにちょっとお話を聞

きながら思いましたので、またそちらのほう、そういうルートがあるか、また、ど

ういうところが弊害になるのかは、ちょっと調べさせていただきたいと思います。  

○南委員長   よろしいですか。他にございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○南委員長   ないようですので、水産農林課の審査をここで終わりますけれども、

１件ちょっと農林水産に関わる問題で報告事項があります、私のほうから。  

 皆さんおなじみだと思うんですが、８月の末にゼロカーボンによる新聞報道があ

ったと思うんですけれども、株式会社の、東京の新宿区を拠点とするＳＩＮＲＡさ

んという会社が尾鷲市の二酸化炭素をトン７ ,５００円程度やったですか、といっ

たことで販売して、手数料としてそのうち１ ,５００円を手数料で取って、残りの
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６ ,０００円は山林測量だとか、一方ではＬｏｃａｌＣｏｏｐさんのほうへ３ ,００

０円が折半されるということなんですけれども、難しい話ですので、また時間を見

て委員会を開催して、しっかり説明をしていただく予定でおりますので、よろしく

お願いいたします。  

 御苦労さまでございました。ここで１０分間休憩します。  

（休憩  午前１０時５４分）  

 

（再開  午前１１時０５分）  

○南委員長   それでは、休憩前に引き続き委員会を続行いたします。  

 次に、商工観光課に入っていただきました。  

 議案第４６号の所管の説明をお願いいたします。  

○山中商工観光課長   商工観光課でございます。よろしくお願いいたします。  

 それでは、議案第４６号、令和４年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てのうち、商工観光課に係る決算状況につきまして、決算書を基に、主要施策の成

果及び実績報告書も併せて御説明をさせていただきます。  

 決算書の１８０、１８１ページを御覧ください。通知いたします。  

○南委員長   お願いします。  

○山中商工観光課長   ５款農林水産業費、４項水産業費、５目海洋深層水事業費

でございます。予算現額１ ,６９６万５ ,０００円に対し、支出済額は１ ,６１９万

２ ,６８４円で、不用額は７７万２ ,３１６円でございます。支出済額の主なものと

して、１０節需用費は、支出済額７９３万８ ,０９２円で、光熱水費４１６万２ ,８

３９円はアクアステーションにおける電気代等でございます。不用額につきまして

は、光熱水費等が見込みを下回ったためでございます。  

 １２節委託料は、支出済額６９１万４ ,８４０円で、主なものといたしまして、

取水した海洋深層水に係る水質検査委託料１７６万円、海洋深層水分水に係る海洋

深層水施設機器保守点検業務委託料４６２万円でございます。  

 内容につきましては、担当係長より説明をさせていただきます。  

○川崎商工観光課係長   通知いたします。主要施策の成果及び実績報告書７９ペ

ージを御覧ください。  

 海洋深層水事業は、尾鷲海底谷より深層水を取水しており、３大特性を活用し、

水産業の振興を進めるとともに、その他利用の事業者等の開拓を行い、地域経済の

活性化を図ることを目的としております。  
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 令和４年度の主な事業内容でございますが、利活用促進といたしまして、お客様

と海洋深層水との距離をより近くするため通信販売事業を実施し、同時に情報発信

を行い、マリンアクアリウム・インフルエンサー事業を実施し、海水魚等を飼育す

るインフルエンサーのＳＮＳによりＰＲを行い、固定客も獲得しました。また、取

水施設であるアクアステーションに関しましては、適正な運営管理を行うとともに、

海水淡水化装置ＲＯ膜の交換を実施し、安定して海洋深層水を分水することができ

ました。  

 全体事業費といたしましては１ ,６１９万３ ,０００円、財源内訳は、その他特定

財源２４９万２ ,０００円、一般財源１ ,３７０万１ ,０００円で、その他特定財源

は、深層水の使用料２３３万２ ,０００円などとなっております。  

 説明は以上です。  

○山中商工観光課長   決算書の１８０、１８１ページへお戻りください。通知い

たします。  

 ６款商工費、１項商工費、１目商工総務費につきましては、全て人件費でござい

ますので、説明を割愛させていただきます。  

 ２目商工振興費でございます。予算現額３億１ ,３９５万円に対し、支出済額は

３億７４６万１ ,７５５円で、不用額は６４８万８ ,２４５円でございます。支出済

額の主なものといたしまして、１２節委託料、支出済額２億８ ,６００万６ ,５００

円、商品券発行事業業務委託料で、事業内容といたしましては、尾鷲市地域振興券

及び尾鷲市プレミアム付商品券発行事業でございます。本事業は地方創生臨時交付

金を活用し、コロナ禍により影響を受けた市内経済の活性化を促すことを目的に商

品券を発行する業務委託料でございます。不用額５１０万３ ,５００円につきまし

ては、未換金が発生したためでございます。  

 １８節負担金、補助及び交付金は、支出済額１ ,１５８万６ ,９７３円でございま

す。内容といたしまして、尾鷲市地域経済活性化協議会負担金３６１万３ ,０００

円など、各種関係団体への負担金及び尾鷲商工会議所及び中小企業相談所補助金３

６０万円などの各種補助金でございます。なお、不用額８２万５ ,０２７円に関し

ましては、尾鷲市小規模事業者振興資金利子補給金等が見込みを下回ったためでご

ざいます。  

 内容につきましては、担当係長より説明をさせていただきます。  

○川崎商工観光課係長   通知いたします。主要施策の成果及び実績報告書８０ペ

ージを御覧ください。  
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 商工振興事業につきましては、尾鷲商工会議所などと連携し、企業経営の強化支

援や経営支援などを行い、地域経済の活性化を図ることを目的としております。  

 事業としては、保証料補給金や利子補給金の交付、セーフティーネットの認証作

業を進めるなど、地域企業の安定的な経営への支援を実施するとともに、地域創生

臨時交付金を活用して全市民に７ ,０００円と５ ,０００円の商品券を交付した尾鷲

市地域振興券事業、プレミアム率３０％の尾鷲市プレミアム付商品券事業、また、

事業者等への支援として尾鷲よいとこスタンプ会補助金などを交付いたしました。  

 事業成果といたしましては、これらの事業の実施により、コロナ禍に柔軟に対応

した事業を実施することで、事業者の経営安定や企業経営支援を実施することがで

きました。  

 全体事業費といたしましては３億１４４万９ ,０００円、財源内訳は、国庫支出

金２億６ ,３９８万１ ,０００円、県支出金３万１ ,０００円、その他特定財源３万

７ ,０００円、一般財源３ ,７４０万円でございます。国庫支出金は、新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金、県支出金は南部地域活性化事業補助金、そ

の他特定財源はあすなろ工房使用料でございます。  

 次に、産業開発促進事業を説明いたします。  

 次ページを御覧ください。  

 産業開発促進事業は、市内事業者の皆さんや関係団体と連携して市内事業者の販

路開拓を支援することで、業界の発展や地域産品の情報発信に努めるとともに、消

費者へのＰＲやマーケティング調査を実施し、地域経済の活性化を図ることを目的

に事業を推進しております。昨年度に関しましては、本市、尾鷲商工会議所、紀北

信用金庫、尾鷲公共職業安定所、株式会社三重ティエルオーの産・官・学・金・労

等で組織する尾鷲市地域経済活性化協議会を発足させ、地域事業者伴走型支援事業

やウェブでの販路拡大支援、動画の作成による本市の魅力を発信し、スーパーマー

ケット・トレードショーなど全国規模の商談イベントに出展することで県外への販

路開拓を行うなど、販路拡大に向けた事業を進めてまいりました。  

 全体事業費といたしましては６０１万３ ,０００円、財源内訳は、国庫支出金３

７１万６ ,０００円、一般財源２２９万７ ,０００円で、国庫支出金は、地方創生推

進交付金１８３万４ ,０００円、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金１８８万２ ,０００円です。  

 説明は以上です。  

○山中商工観光課長   決算書の１８４、１８５ページへお戻りください。通知さ
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せていただきます。  

 次に、３目観光費でございます。予算現額５ ,２０６万７ ,０００円に対し、支出

済額は４ ,８５４万８ ,３３２円で、不用額は３５１万８ ,６６８円でございます。

支出済額の主なものは、７節報償費８５万円は、地方創生臨時交付金を活用し、三

重県が実施するみえ安心おもてなし施設認証制度の普及促進を図り、本市への集客

交流人口の増加を目指した尾鷲市あんしんみえリア取得推進応援金でございます。

なお、不用額６５万円につきましては、予算額として最大認証取得数を計上いたし

ましたが、その見込みを下回ったことが原因でございます。  

 １０節需用費は、支出済額１ ,０５６万２１０円で、主に観光トイレ１４か所分

などの光熱水費２０６万６ ,８６４円、夢古道おわせや観光トイレの修繕料８１７

万７ ,４８４円でございます。  

 １１節役務費は、支出済額５６０万１９８円で、主に観光トイレ等の浄化槽保守

点検等手数料３３１万７ ,９００円、誘導看板取替手数料１０８万７ ,９００円でご

ざいます。  

 １２節委託料は、支出済額１ ,１８６万５ ,８４７円で、次ページを御覧ください。

主にウォーキング大会運営委託料１６０万円及び夢古道おわせ指定管理料７７３万

９ ,０００円でございます。なお、不用額５８万１５３円につきましては、コロナ

禍によりおわせふるさとガイド運営委託料の減額等があったためでございます。  

 １８節負担金、補助及び交付金は、支出済額１ ,９３６万６ ,７９７円で、主なも

のは、東紀州地域振興公社負担金（観光ＤＭＯ事業分）２８０万円、尾鷲観光物産

協会補助金１ ,１９９万７ ,７２３円、尾鷲節コンクール補助金１８２万９２円、お

わせ港まつり補助金１５０万円でございます。なお、不用額１２９万７ ,２０３円

につきましては、コロナ禍により事業計画どおり実施できなかったおわせ港まつり

補助金、尾鷲観光物産協会補助金に返還が生じたことや、集客交流事業推進補助金

が不要となったためでございます。  

 内容につきましては、課長補佐より説明させていただきます。  

○世古商工観光課長補佐兼係長   通知いたします。主要施策の成果及び実績報告

書８２ページを御覧ください。  

 それでは、観光費に係る観光振興事業、熊野古道活用事業、観光施設管理整備事

業の三つにつきまして、主要施策の成果及び実績報告書により説明させていただき

ます。  

 観光振興事業につきましては、地域資源を活用しながら、観光施設や町なかでの
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交流人口の増加と地域経済の活性化を図ることを目的に、関係団体と連携して事業

を推進しております。  

 事業内容といたしましては、新規事業といたしまして、おわせ観光大使協力の下、

本市の特産品を使った特産品パンフ１万３ ,０００部を作成いたしました。三重観

光連盟など関係団体へ負担金を支出するとともに、尾鷲観光物産協会などの団体や

尾鷲磯釣大会など、イベントへ補助金を交付しております。  

 事業成果といたしましては、三重県が実施するみえ安心おもてなし施設認証制度

の認証取得を推進するため、１件当たり５万円の応援金を支給し、観光事業者５件、

飲食事業者１２件、合計１７件の認証取得につながりました。おわせ市民花火につ

きましては、市民の元気と活力を取り戻すため、がんばろらい尾鷲と題して花火の

打ち上げを行いました。花火以外のイベントは行わず、屋台の出店もなく、あいに

くの雨でしたが、１万５ ,０００人の来場がありました。３年ぶりの開催となった

尾鷲節コンクールについては、東海３県を中心に全国１３府県の５歳から８８歳ま

での１０１人が参加していただきました。また、約１ ,６００人の来場がありまし

た。  

 事業費につきましては２ ,０７４万２ ,０００円でございます。  

 財源内訳は、国庫支出金４６９万５ ,０００円、その他特定財源１５０万円、一

般財源１ ,４５４万７ ,０００円でございます。国庫支出金として、地方創生推進交

付金１４０万円、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金３２９万５ ,

０００円、その他特定財源、ふるさと応援基金繰入金１５０万円でございます。  

 次に、熊野古道活用事業について御説明いたします。  

 次ページを御覧ください。  

 熊野古道活用事業につきましては、世界遺産熊野古道に関わる資源を活用し、ウ

オーキング大会の開催やおわせふるさとガイドの活動支援などを行い、熊野古道客

の町なかでの滞留による交流人口の増加と、それに伴う地域経済の活性化を図るこ

とを目的としております。  

 事業内容といたしましては、おわせ海・山ツーデーウォークの開催や、熊野古道

客をはじめとする来訪者に観光案内を行うおわせふるさとガイドの活動支援でござ

います。  

 事業成果といたしましては、３年ぶりにおわせ海・山ツーデーウォークを開催し、

大会２日目はあいにくの雨となりましたが、北海道から沖縄県まで３２道府県から

２日間で延べ３７４人の参加がありました。おわせふるさとガイドの会による土日
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祝日のガイドで、熊野古道客や来訪者の滞在時間の拡大や満足度の向上を図りまし

た。また、おわせ市民花火での観光案内、おわせ海・山ツーデーウォークの定点ガ

イドを実施いたしました。新型コロナウイルスの影響により４月、５月は活動を休

止しましたが、この機会を活用し、ガイドのスキルアップ研修会を開催いたしてお

ります。  

 事業費は１８９万４ ,０００円でございます。  

 財源内訳は、その他特定財源としてふるさと応援基金繰入金となっております。  

 続きまして、観光施設管理整備事業について御説明いたします。  

 次ページを御覧ください。  

 観光施設管理整備事業につきましては、来訪者の方々に憩いの場を提供するため、

観光受入施設の充実を図ることで、観光施設や町なかでの滞留による交流人口の増

加と地域経済の活性化を図ることを目的としております。  

 事業内容といたしましては、夢古道の湯各所設備機器部品取替修繕や指定管理者

制度による適正な管理運営、市内観光トイレや公園等の維持管理を行っております。  

 事業成果といたしましては、夢古道おわせの不具合の出たドライサウナほかの修

繕を行いました。夢古道の湯の入浴者数につきましては１０か月間で４万５ ,２３

０人となっており、コロナ前の７５％ほどとなっております。  

 事業費は２ ,５９１万３ ,０００円でございます。  

 財源内訳は、県支出金として、近畿自然歩道維持管理委託金７７万２ ,０００円

と県単漁港環境整備事業委託金２０万円、その他特定財源として、まちかどＨＯＴ

センター電気使用料２８万円等で、一般財源が２ ,３５７万３ ,０００円でございま

す。  

 説明は以上でございます。  

○山中商工観光課長   以上で商工観光課に関する決算の説明とさせていただきま

す。御審議のほど、よろしくお願いをいたします。  

○南委員長   商工観光の決算説明は以上でございます。  

 御質疑のある方は御発言を。  

○中村委員   成果報告の８０ページの尾鷲よいとこスタンプの補助金は、内訳、

お幾らですか。  

○南委員長   これは５０万やったか、そんなレベルじゃなかった。  

 中村委員、続けて。  

○中村委員   分からなかったら、また後で……。  
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○川崎商工観光課係長   すみません。補助金としては１２５万円です。  

○中村委員   すみません。もう一つ、イタダキ市の補助金も教えていただけます

か。  

○川崎商工観光課係長   すみません。ちょっと待ってください。  

○中村委員   分かったらまた教えてください。  

 それと、次ページからなんですけれども、産業開発からずっとなんですけれども、

媒体というのか、インフルエンサーを入れられる予定はないですか。紙ベースとか、

商談に行っても今なかなか売上げとかが伸びひんと思うんですけれども、インフル

エンサーが入ってくると本当にすごく違うなというのがちょっと実感した事例があ

りますので、考えていただけたらええなと思うんですけれども、いかがでしょうか。  

○川崎商工観光課係長   インフルエンサーというのは、具体的にどういうことで

すか。  

○中村委員   面白い企画を立てて、こんなんありますよ、来てくださいみたいな

ことを言うと結構来てくれるので、すぐに３０万人とかが見てくれるので、いろい

ろ、例えば九鬼のオハイですか。ちょっと今オーバーツーリズムで問題になってい

るかもしれないんですけれども、それらを海から行ける、もっと簡単に行けるよう

なルートをつくって、それを売り込んでいくとか、紙ベースとか、自分のところで

つくってしてもなかなか、インフルエンサーってすごい、もう組織立っていて、撮

影から編集まですっごいプロが来てやるので、ほんで結構無料なので、それをちょ

っと、すごい売り込んでいただけたらなと思うんですけれども。産業の開発でも面

白いものがあったら食いついてくれるので。  

○山中商工観光課長   今、中村委員から御指摘というか、御提案のあった件につ

きましては、私どもとしても前向きに検討していって、うちのほうで御協力いただ

けるインフルエンサーの方等があれば一緒にやっていきたいなと。また、アクアス

テーションのほうにつきましては、現在、商工のほうでカメラマンの方と一緒にち

ょっと取り組んで、そういった撮影のサポート的な形で取り組もうという動きも

徐々にしておりますので、また御参考になるような意見ありましたら、また御提案、

よろしくお願いをいたします。  

 それと、委員長、すみません。先ほどのイタダキ市の補助金なんですが、よろし

いでしょうか。イタダキ市への補助金が１２万５ ,０００円でございます。  

○中村委員   インフルエンサーに引っかかっているかもしれないんですけれども、

成果及び実績報告書の８３ページの熊野古道活用事業というのがあるんですけれど
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も、熊野古道と尾鷲トレイルの活用事業ということで、尾鷲トレイルというのをも

うちょっと売り込んでいただきたいなと思うんです。尾鷲トレイルって普通の足で

３日かかるんですけれども、あれをランで、何時間で走るみたいな苛酷なレースを、

今すごくそういう苛酷なことについてすごいインフルエンサーというのは食いつい

てくれるので、例えば、尾鷲トレイルのランの大会を開くとか、すごく本当にいい

コースですので、熊野古道に来た人、熊野古道もよく走ってみえる方がおられるん

ですよ、ランで。だから、そういうスポーツ的な取組というのを、よそでやってい

ないことはすごく食いついてくれるので、そういう企画も立てていただきたいので、

熊野古道活用ではなく尾鷲トレイルも活用したような取組をやっていただけたらあ

りがたいと思いますけれども、いかがでしょうか。  

○世古商工観光課長補佐兼係長   おっしゃられるとおり、今、尾鷲市のほうでは

トレイルというのを活用した事業というのはやっていないんですけれども、実際活

動してみえる方と、今年度からですけれども、お話合いの時間等を取らせてもらっ

たりとかして、うちとしても何か、全くやりませんというのではなくて、何かのそ

ういった可能性を探りながら、今ちょっとずつ取組を進めておる段階ではあるんで

すけど、まだ全然具体的なことは何もないんですけれども、そういった活動をされ

ている方のお話を聞きながら可能性を探っていきたいなというふうに思っておりま

す。  

○中村委員   この前新聞にも出ていたと思うんですけれども、結構有名なランナ

ーの人が走っていて、そういうところにやっぱり食いついて、今からもっと積極的

に、私らが何も普通やと思っていることは、よその人から見たらすごいええ資源で

あり、財産やもので、そやから、それをもう積極的にそこを保全してくれる人がい

ているんやったら、それとちゃんと組んで、それを商品化して売っていって何ぼで

すので、ぜひ、もっと積極的に前向きにやっていっていただけたらと思います。  

○山中商工観光課長   尾鷲人のほうにも任用をさせていただいている土井さんと

いうトレイルランの日本での第一人者の方がいらっしゃいます。そういった方にも

御協力を仰ぎながら、市内関係する団体皆さんともお話しして、ちょっと取組を考

えさせていただきます。  

○南委員長   他にございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○南委員長   それでは、ないようですので、商工観光課の審査を終了いたします。

ありがとうございました。  
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 次に、建設課に入っていただきます。  

 それでは、建設課に入っていただきました。  

 議案第４６号の一般会計の決算の説明をお願いいたします。  

○塩津建設課長   建設課でございます。よろしくお願いいたします。  

 それでは、議案第４６号、令和４年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てのうち、建設課に係る歳出決算について説明いたします。  

 通知をいたします。決算書の１６２、１６３ページを御覧ください。  

 ４款衛生費、４項下水道費、１目下水道整備費で、予算額２３５万円に対しまし

て、支出済額２３１万円で、不用額４万円です。内訳は、１０節需用費の支出済額

が１３１万１００円です。内容は、市内下水路の修繕料８件分でございます。  

 １１節役務費の支出済額が９９万９ ,９００円です。内容は、市内下水路の修繕

等に係る手数料４件分でございます。  

 通知をいたします。決算書の１８６、１８７ページを御覧ください。  

 ７款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費で、予算額３ ,６６２万４ ,０００

円に対しまして、支出済額３ ,５７８万４ ,６３４円で、不用額８３万９ ,３６６円

です。内訳は、１節報酬の支出済額ゼロ円です。これは、尾鷲湾濁水問題協議会開

催に係る報償費２名分を予算計上しておりましたが、令和４年度の開催、ございま

せんでしたので、不執行となったものでございます。  

 次に、１８８、１８９ページを御覧ください。次ページでございます。  

 ８節旅費の支出済額が３１万３ ,１６０円で、内容は普通旅費でございます。  

 １０節需用費の支出済額が７０万３ ,３３１円です。主な内容は、燃料費２８万

２ ,４４５円及び公用車のタイヤ及び車検に伴う修繕料２０万６ ,６４４円でござい

ます。  

 １１節役務費の支出済額が１３万７ ,８１３円です。主な内容は、通信運搬費６

万７ ,７３３円でございます。  

 １２節委託料の支出済額が３８９万４ ,０００円です。内容は、地籍調査業務委

託料で、古里・天満ノ上において地籍測定及び地籍図、地籍簿等の作成、閲覧を行

ったものでございます。  

 １３節使用料及び賃借料の支出済額が１０７万８ ,４０５円です。内容は、複合

機使用料２４万３ ,４８５円、土木積算システム利用料８３万４ ,９２０円です。  

 １８節負担金、補助及び交付金の支出済額１１６万５ ,０００円です。主な内容

は、紀勢自動車道建設促進三重県期成同盟会会費２８万円、三重県社会基盤整備協
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会会費６５万５ ,０００円で、その他、各協会、協議会、同盟会への会費及び負担

金でございます。  

 次に、次ページ、１９０、１９１ページを御覧ください。  

 ２６節公課費の支出済額が６ ,６００円です。内容は、建設課管理の公用車車検

に伴う自動車重量税でございます。  

 続きまして、道路橋梁費でございます。  

 ２項道路橋梁費、１目道路橋梁総務費で、予算額２ ,４９０万１ ,０００円に対し

まして、支出済額２ ,４０１万９６５円、不用額８９万３５円です。内訳は、１０

節需用費の支出済額が８４万６ ,１３９円です。主な内容は、光熱水費８０万７ ,０

３９円で、これは、市道の街路灯などの電気代でございます。  

 １２節委託料の支出済額が６８７万５ ,０００円で、不用額５９万円です。内容

は、道路台帳更新業務委託料でございます。不用額の生じた理由としましては、道

路台帳更新業務委託料の入札差金が生じたためであります。  

 １３節使用料及び賃借料の支出済額が２２万３ ,８０６円です。これは、国道４

２号地下道の防犯カメラ回線使用料でございます。  

 続きまして、２目道路維持費で、予算額１億５ ,７２７万５ ,０００円に対しまし

て、支出済額１億４ ,８４２万４ ,８６１円、繰越明許費８５５万８ ,０００円、不

用額２９万２ ,１３９円です。内訳は、１０節需用費の支出済額が１ ,１９２万６ ,

６０３円です。主な内容は、修繕料１ ,１７７万７ ,７７７円で、これは、市内各所

の道路修繕６８件分でございます。  

 １１節役務費の支出済額が９９５万６ ,４５８円です。内容は、道路除草作業手

数料９９５万６ ,４５８円で、道路除草及び清掃作業９０件分でございます。  

 １２節委託料の支出済額が２ ,８４１万７ ,４００円で、繰越明許費が７５５万８ ,

０００円でございます。内容は、橋梁長寿命化修繕事業に伴う橋梁点検業務委託料

９４橋分の１ ,１９９万円及び橋梁２橋、トンネル１か所の設計業務委託料１ ,６４

２万７ ,４００円でございます。繰越明許費は、防災・減災・国土強靱化のための

５か年加速化対策により事業箇所を増加し、対応しておりましたが、令和４年度中

に事業の完成が見込めないものについて令和５年度に繰り越し、事業の進捗を図る

ものでございます。  

 １４節工事請負費の支出済額が９ ,８１２万４ ,４００円で、繰越明許費１００万

円、内容は、市内各所の舗装工事及び梶賀第一トンネルの修繕工事でございます。

繰越明許費につきましては、１２節の委託料と同様、事業量を増加して対応したも
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のについて、令和４年度中に事業の完成が見込めないものについて繰り越し、事業

の進捗を図るものでございます。  

 次の１９２、１９３ページを御覧ください。  

 ３目道路新設改良費で、予算額６ ,０００万円に対しまして、支出済額５ ,８３０

万円、不用額１７０万円でございます。内訳は、１０節需用費の支出済額が１ ,９

９３万５ ,３００円です。内容は、三木里地内道路修繕ほか１２５件の道路及び側

溝等の修繕料でございます。  

 １４節工事請負費の支出済額が３ ,８３６万４ ,７００円で、不用額１６９万２ ,

３００円です。内容は、日尻野下中川線道路改良工事、何枚田１号線道路改良工事

ほか市内各所の道路改良工事でございます。不用額の生じた理由としましては、入

札の差金が生じたためでございます。  

 続きまして、河川費でございます。  

 ３項河川費、１目河川総務費で、予算額３ ,８６７万円に対しまして、支出済額

３ ,８１３万８ ,９５０円、不用額５３万１ ,０５０円です。内訳は、１０節需用費

の支出済額が４５４万１ ,９００円です。内容は、光ヶ丘地内河川修繕ほか１８件

分の河川及び護岸等の修繕料でございます。  

 １１節役務費の支出済額が２９９万６ ,９５０円です。内容は、北川除草作業ほ

か１５件分の河川除草作業等手数料でございます。  

 １４節工事請負費の支出済額が３ ,０５７万１００円で、不用額４３万９ ,９００

円です。内容は、北浦谷川改修工事及び普通河川浜の川河川維持補修工事でござい

ます。  

 １８節負担金、補助及び交付金の支出済額が３万円です。内容は、全国海岸協会

会費でございます。  

 続きまして、２目砂防費で、予算額３ ,３４４万円に対しまして、支出済額２ ,７

０９万２ ,０００円、繰越明許費６３４万８ ,０００円です。内訳は、１８節負担金、

補助及び交付金で、県が実施しております急傾斜地崩壊対策事業地元負担金分でご

ざいます。内容は、宮ノ上地区、坂場４地区の急傾斜地崩壊対策事業費地元負担金

でございます。繰越明許費につきましては、県事業の繰越しに伴う地元負担金分で

ございます。  

 続きまして、港湾費でございます。  

 ４項港湾費、１目港湾管理費で、予算額１ ,１１９万４ ,０００円に対しまして、

支出済額１ ,０５５万１ ,３３４円、不用額６４万２ ,６６６円です。内訳は、１０
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節需用費の支出済額が１７２万１ ,１９４円です。主な内容は、光熱水費１４３万

５ ,６９０円で、これは、建設課で管理しております港湾トイレ６か所分の電気代

及び水道代でございます。  

 １１節役務費の支出済額が５６９万７ ,２００円です。主な内容は、港湾トイレ

６か所分の浄化槽保守点検等手数料２９５万７ ,９００円及び三木里海岸清掃手数

料２５７万２ ,９００円です。  

 １２節委託料の支出済額が２５１万６ ,３６０円です。  

 次ページを御覧ください。  

 主な内容は、尾鷲港港湾施設清掃業務委託料１２９万４ ,７００円で、その他、

港湾トイレの清掃業務及び船舶給水作業の委託料でございます。  

 １８節負担金、補助及び交付金の支出済額が６１万６ ,５８０円です。主な内容

は、尾鷲港湾海岸施設維持補修費負担金５１万４ ,５８０円です。  

 続きまして、都市計画費でございます。  

 ５項都市計画費、１目都市計画総務費で、予算額１ ,６６６万５ ,０００円に対し

まして、支出済額１ ,５８７万９０２円、不用額７９万４ ,０９８円です。内訳は、

１節報酬の支出済額がゼロ円でございます。これは、都市計画審議会に係る委員報

酬１５名分を予算計上しておりましたが、令和４年度開催はございませんでしたの

で不執行となったものでございます。  

 ８節旅費の支出済額がゼロ円でございます。これについても、都市計画審議会委

員の旅費として予算計上しておりましたが、令和４年度、開催ございませんでした

ので不執行となったものでございます。  

 １０節需用費の支出済額が３５万２ ,４３０円です。内容は消耗品費で、坂場銀

杏町線の花壇の肥料及び苗木の購入費でございます。  

 １１節役務費の支出済額がゼロ円で、これも都市計画審議会用の通信運搬費で不

執行となったものでございます。  

 １２節委託料の支出済額が１２１万円で、不用額４４万円です。内容は、尾鷲市

都市計画図更新及び庁内ＧＩＳデータ構築業務委託料でございます。  

 １８節負担金、補助及び交付金の支出済額が２万８ ,０００円です。内容は、都

市計画協会負担金でございます。  

 続きまして、２目街路事業費で、予算額５ ,４０６万８ ,０００円に対しまして、

支出済額５ ,３８６万９ ,９４７円、不用額１９万８ ,０５３円です。  

 １９６、１９７ページを御覧ください。  
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 内訳は、１０節需用費の支出済額が３９１万４ ,８８２円です。主な内容は、修

繕料３９０万３ ,９００円で、これは、都市計画道路の舗装や側溝、街路灯などの

修繕２３件分でございます。  

 １１節役務費の支出済額が７９万９ ,７００円です。内容は、都市計画道路の修

繕等手数料３件分でございます。  

 １４節工事請負費の支出済額が１ ,３９８万３ ,２００円です。内容は、尾鷲港新

田線舗装改良工事でございます。  

 １８節負担金、補助及び交付金の支出済額が３ ,１８３万３ ,３３３円です。内容

は、県が実施する尾鷲港新田線街路事業の地元負担金でございます。  

 続きまして、３目公園費でございます。予算額１ ,３６３万２ ,０００円に対しま

して、支出済額１ ,２８５万４ ,２６２円、不用額７７万７ ,７３８円です。内訳は、

１０節需用費の支出済額が１３６万２ ,６１８円です。主な内容は、修繕料９３万

６ ,５４０円で、公園の遊具などの修繕１３件分でございます。  

 １１節役務費の支出済額が１４１万５ ,９７４円です。主な内容は、公園トイレ

の浄化槽保守点検等手数料４６万５ ,３５０円と、公園の樹木剪定・除草手数料４

５万２ ,３２４円です。  

 １２節委託料の支出済額が１ ,００７万５ ,６７０円です。主な内容は、立木伐採

業務委託料６４０万２ ,０００円で、これは、中村山公園をはじめとした市内の都

市公園において、危険木や景観上支障のある樹木の伐採を行い、また、小学生を対

象とした森林教育を実施したものでございます。  

 １５節原材料費の支出済額、ゼロ円でございます。  

 続きまして、住宅費でございます。  

 ６項住宅費、１目住宅管理費で、予算額２ ,９０４万７ ,０００円に対しまして、

支出済額２ ,７８６万５ ,９１９円、不用額１１８万１ ,０８１円です。  

 １９８、１９９ページを御覧ください。  

 内訳は、８節旅費の支出済額が６万３ ,７４０円です。内容は普通旅費でござい

ます。  

 １０節需用費の支出済額が３２５万４ ,２４８円です。主な内容は、修繕料３０

９万９ ,８３３円で、これは、市営住宅の修繕３８件分でございます。  

 １１節役務費の支出済額が５７万８ ,８４２円です。主な内容は、市営住宅除草

作業手数料４２万７５０円です。  

 １２節委託料の支出済額が１２９万５ ,８００円です。内容は、住宅・建築物耐
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震診断業務委託料２４件分でございます。  

 １３節使用料及び賃借料の支出済額が５万５ ,０００円です。内容は、建築関連

ソフトウエア使用料でございます。  

 １８節負担金、補助及び交付金の支出済額が３２５万５ ,３００円です。主な内

容は、木造住宅耐震補強等補助金３１７万４ ,０００円でございます。  

 通知をいたします。決算書の２３６、２３７ページを御覧ください。  

 １０款災害復旧費、２項公共土木施設災害復旧費、１目現年発生公共土木施設災

害復旧費で、予算額１００万円に対しまして、支出済額９７万９ ,０００円、不用

額２万１ ,０００円でございます。内訳は、１４節工事請負費の支出済額が９７万

９ ,０００円で、内容は、瀬木山町地内水路護岸災害復旧工事でございます。  

 議案第４６号、令和４年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定についての建設課

に係る説明は以上でございます。よろしく御審議賜り、御承認いただきますようお

願い申し上げます。  

○南委員長   実績報告書はええんかな。主立ったところは特に。  

○塩津建設課長   実績報告書のうち、主なものとして、地籍調査事業と道路維持

について説明させていただきたいと思います。  

 通知いたします。主要施策の成果及び実績報告書の８５ページを御覧ください。  

 事業名は、地籍調査事業でございます。  

 事業の目的は、公図混乱地域等において事業を実施し、境界のトラブル防止、土

地取引の円滑化などを図るものでございます。  

 事業の内容は、主なものといたしまして、地籍調査業務委託料３８９万４ ,００

０円でございます。  

 事業の成果につきましては、天満①地区のうち、古里・天満ノ上において、地積

測定、地籍図、地籍簿等の作成、閲覧を行ったものでございます。天満地区につき

ましては、三重県からの要請もあり、県道海山尾鷲港線の道路整備事業に関連して

事業を実施しているところでございます。  

 財源内訳は、県支出金の地籍調査補助金２７７万８ ,０００円、一般財源１２１

万４ ,０００円でございます。  

○南委員長   以上が建設課の決算報告でございます。審査は、正午をまたぐと思

いますけれども、このまま続けていきたいので、よろしくお願いいたします。  

 御質疑のある方、御発言願います。  

○中村委員   実績報告の８５ページの地籍調査、これ、天満はもう今年で終わら
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れるんですか。  

○塩津建設課長   天満地区については今年度で完了する予定でございます。  

○中村委員   来年度はどこへ入られますか。  

○塩津建設課長   港町地区、ＤＩＤ地域のほうへ入っていきたいと、今年も含め

て入っております。  

○中村委員   範囲を教えていただけますか。  

○塩津建設課長   範囲といいますか、今、港町・南浦地区としまして０ .０８キロ

平方メートルを予定しております。  

○中村委員   あそこって、人は何人住んでいる地域ですか。  

○塩津建設課長   すみません。人数については、ちょっとこちらのほうでは把握

しておりません。  

○中村委員   地籍調査、すごい、この前もきっと出てきたと思うんですけれども、

地籍調査が何で必要かというところで、民家の密集地の確定していないところを先

にする必要があると思うんですよ。ぜひ、毎年同じことを言っているんですけれど

も、地籍調査、力入れてもらわな、災害が起こったときに後の復興が本当に遅れる

ので、もうぜひ本腰を入れてやっていただきたいと思います。人の住んでいないと

ころより、人の住んでいるところをメインにやっていただきたいと思います。  

○塩津建設課長   委員おっしゃるとおり、災害からの復旧にとっては地籍調査事

業というのはかなり有効なものでもございますので、来年度以降もＤＩＤ地区、人

口密集地域を中心に計画のほうは進めていきたいと考えております。  

 以上でございます。  

○南委員長   他にございませんか。よろしいですか。  

○小川委員   決算書の１９９ページなんですけれども、住宅・建築物耐震診断業

務委託料１２９万５ ,８００円、これが２４件と聞いたんですけど、耐震診断を受

けるのは無料ですよね。  

○塩津建設課長   耐震診断につきましては無料でございます。  

○小川委員   これを受けて耐震が必要となった場合が、１８節負担金、補助及び

交付金のほうだと思うんですけど、木造住宅耐震補強等補助金３１７万４ ,０００

円、耐震するときに限度額というのはあるんですか。  

○上村建設課主幹兼係長   木造の耐震工事なんですけれども、補助金に関しまし

ては、国、県、市合わせて最大１００万円の工事となっております。  

○小川委員   もし解体となった場合は幾らやった。２０万円ぐらいやったですか。  
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○上村建設課主幹兼係長   解体の場合は最大で２０万７ ,０００円の補助です。  

○南委員長   他にございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○南委員長   それでは、ないようですので、建設課の決算審査を終了いたします。

ありがとうございました。  

 ここで正午のため休憩いたします。午後は１時２０分からということでお願いい

たします。  

（休憩  午前１１時５９分）  

 

（再開  午後  １時１７分）  

○南委員長   それでは、少し早いようですけれども、会議を続行させていただき

ます。  

 傍聴の申入れが２名ほどありますので、許可してもよろしいでしょうか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○南委員長   では、傍聴を許可することにいたします。  

 今回傍聴される方はフレンテみえということで、地域の女性の人材育成講座を尾

鷲市のほうでも３講座ぐらい予定しておるということで、既に８月２６日が終わっ

たんですけれども、１０月２９日と１２月２３日に中央公民館と社協のほうで講座

を行っていただくそうです。もう少し調べてみると、フレンテとはスペイン語で前

向きを表す意味でございますので、我々委員会も前向きに審査をしていきたいと思

いますので、よろしくお願いをいたします。  

 それでは、午後から教育委員会に入っていただきました。  

 まず、教育長のほうから。  

○田中教育長   教育委員会でございます。よろしくお願いいたします。  

 議案第４６号、令和４年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定についてのうち、

教育委員会に係る分につきまして担当課長より説明いたさせますので、よろしく御

審議賜りますようお願いいたします。  

○南委員長   それでは、お願いいたします。  

○柳田教育総務課長   教育総務課です。よろしくお願いします。  

 それでは、教育総務課に係る決算につきまして説明させていただきます。  

 なお、説明時間は約２０分ほどを予定しております。よろしくお願いします。  

 決算書の２０２ページ、２０３ページを御覧ください。通知いたします。  
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 ９款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費です。予算現額２４５万円に対

しまして、支出済額は２３８万６５８円で、不用額は６万９ ,３４２円です。主な

支出は、１節報酬２３５万４１８円で、教育委員の委員報酬となっております。  

 次に、２目事務局費です。予算現額５億３ ,５８８万３ ,０００円に対し、支出済

額は５億８４２万４ ,５７３円で、不用額は２ ,７４５万８ ,４２７円です。１節報

酬は、支出済額１ ,０８６万５ ,６５８円で、健康管理医や学校運営協議会委員など

への委員等報酬と会計年度任用職員２名分及びＡＬＴ２名分の報酬１ ,３３７万２ ,

８５８円です。  

 次に、２節給料の人件費に関しましては、総務課より説明がありましたので割愛

させていただきます。  

 次ページを御覧ください。  

 ７節報償費は、支出済額５８万９ ,０００円で、学校安全総合支援事業アドバイ

ザー謝金３１万円が主なものです。  

 １０節需用費、支出済額１ ,７８３万２ ,３４２円で、主な支出は、消耗品費１ ,

６８７万４ ,８１７円で、尾鷲小学校及び尾鷲中学校で利用する食器、食缶等のほ

か、衛生管理等消耗品９６７万６ ,３６７円が主なものです。不用額１０８万２ ,６

５８円は、同センター消耗品購入が当初見積りを下回ったためでございます。  

 １１節役務費は、支出済額１１５万５ ,４２９円で、庁舎別館及び矢浜教職員住

宅の浄化槽保守点検等手数料などでございます。  

 １２節委託料、支出済額１ ,９９９万８ ,０００円で、スクールバス運行委託料１ ,

４１５万７ ,０００円、尾鷲市学校給食センター設計等業務委託料３７１万８ ,００

０円などです。  

 １３節使用料及び賃借料は、支出済額１ ,６３９万２ ,２８２円で、学校ＩＣＴ環

境機器借上料でパソコン教室などの学習端末や大型ディスプレーなどの借上料など

でございます。なお、不用額５８万２ ,７１８円の主なものは車両リースの入札差

金等でございます。  

 １４節工事請負費は、支出済額２億７ ,９２０万５ ,３００円で、尾鷲市学校給食

センター建設工事費等２億４ ,３９２万８ ,３００円と、尾鷲中学校エレベーター等

設置工事費３ ,５２７万７ ,０００円です。不用額２ ,２３８万９ ,７００円は入札差

金でございます。  

 １７節備品購入費は、支出済額８ ,３４６万３ ,６６６円で、厨房機器等購入費で

す。不用額１３５万７ ,３３４円は、購入価格が当初の見積りよりも下回ったこと
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が原因となっております。  

 １８節負担金、補助及び交付金は、支出済額３９８万２ ,７１５円で、日本スポ

ーツ振興センター共済掛金８５万５ ,２７０円、同センター共済給付金１１５万９

８５円などでございます。不用額５７万５ ,２８５円の主なものは、日本スポーツ

振興センター共済掛金が当初の見積りを下回ったことが原因です。  

 ２１節補償、補塡及び賠償金は、支出済額７万５５４円で、これは、ＩＣＴ活用

の授業で著作権を含むものを活用する際に必要な授業目的公衆送信補償金を支払う

ものでございます。  

 それでは、九鬼・輪内地区スクールバス運行管理事業につきましては、主要施策

の成果及び実績報告書を用いまして、係長から説明いたさせます。  

○柳瀬教育総務課係長   通知いたします。九鬼・輪内地区スクールバス運行管理

事業について御説明いたします。  

 まず、事業の目的は、九鬼・輪内地区における小中学生の通学手段の確保と、地

域間交流活動等を行う際の移動手段の確保を目的としております。  

 事業の内容につきましては、主にスクールバス３台の運行管理業務となっており、

経費内訳は、自賠責保険料、自動車重量税等を含む業務委託料１ ,４１５万７ ,００

０円となっております。  

 事業成果としましては、九鬼・輪内地区の小中学生の安全な通学手段の確保及び

遠距離通学の負担が軽減され、また、地域内での伝統行事、校外学習等における移

動手段としての利用により、地域住民との交流や社会生活、郷土愛等を育む教育環

境の充実を図ることができたと考えています。  

 財源内訳は、ふるさと応援基金繰入金１ ,２００万円、一般財源２１５万７ ,００

０円となっております。  

 説明は以上です。  

○柳田教育総務課長   それでは、引き続きまして、３目奨学資金貸付金でござい

ます。通知いたします。予算現額４１０万９ ,０００円に対し、支出済額は４１０

万５ ,４５７円です。支出の主なものは、２０節貸付金、奨学資金貸付金で、４０

８万円でございます。本事業に関しましても、詳細は係長から報告いたします。  

○柳瀬教育総務課係長   通知いたします。奨学金貸付事業について御説明いたし

ます。  

 まず、事業の目的は、高校、大学等へ進学する生徒、学生で学資の十分でない者

に対し、奨学金を貸与し、卒業後社会に貢献させることを目的としております。  
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 事業の内容につきましては、勉学意欲があるにもかかわらず、経済的理由により

高校、大学等への進学が困難な方で、尾鷲市奨学金……。  

○南委員長   係長。そんなに慌てんと、もうちょっとゆっくり押さえてお願いし

ます。  

○柳瀬教育総務課係長   尾鷲市奨学金貸与選考委員会での選考を経て、承認され

た方に奨学金を貸与しております。  

 経費内訳は記載のとおりでございます。  

 事業成果としましては、高校、大学等へ進学する生徒、学生に対して奨学金を貸

与することにより、保護者の経済的負担を軽減し、適切な就学環境の整備を図るこ

とで、次代の社会を担う人材育成のための機会を保障することができたと考えてお

ります。新型コロナウイルス感染症による経済的な影響を鑑みて実施しました追加

採用者３名と合わせまして、計４名の採用者がございました。  

 財源内訳は、奨学資金貸付金返還金３４１万５ ,０００円、一般財源６９万円と

なっております。  

 説明は以上です。  

○柳田教育総務課長   それでは、続きまして、２項小学校費、１目学校管理費を

説明させていただきます。決算書２０８ページを通知いたします。予算現額１億５ ,

７０２万２ ,０００円に対し、支出済額は１億４ ,３３８万７ ,７８６円で、不用額

７７３万８ ,２１４円です。  

 １節報酬は、支出済額５ ,７１９万１ ,８８５円で、学校医、薬剤師と給食調理員

等の会計年度任用職員５０名分の報酬でございます。不用額１７８万４ ,１１５円

につきましては、会計年度任用職員の採用期間が見込みを下回ったためでございま

す。  

 １０節需用費は、支出済額４ ,４３５万９ ,５７８円で、授業用事務用品などの消

耗品費１ ,３３０万４５９円、光熱水費２ ,４１６万９４０円、修繕料は３４８万８ ,

１３４円で、施設設備等の修繕料でございます。不用額３６２万４ ,４２２円は、

光熱水費等が見込みを下回ったことによるものです。  

 １１節役務費は、支出済額１ ,０５０万３ ,７１３円で、浄化槽保守点検等手数料

や火災報知機点検手数料、給食用昇降機点検手数料などでございます。  

 次ページを御覧ください。  

 １２節委託料は、支出済額２７０万２１６円で、児童心臓検診委託料ほか、電気

保安業務委託料１２４万５ ,２００円などです。  
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 １３節使用料及び賃借料は、支出済額１８５万３７６円で、複合機使用料やイン

ターネット使用料などでございます。  

 １４節工事請負費は、支出済額３６６万７ ,４００円で、尾鷲小学校防護柵設置

撤去工事費２４９万４００円及び繰越明許費であります向井小学校屋内運動場消火

栓ポンプ改修工事費１１７万７ ,０００円です。  

 １７節備品購入費は、支出済額１８４万２ ,３７９円で、図書購入やデジタル印

刷機等の購入でございます。  

 １８節負担金、補助及び交付金は、支出済額７万４ ,９５３円で、三重県学校保

健会紀北支部負担金などです。  

 次ページを御覧ください。  

 ２目教育振興費です。予算現額８７４万８ ,０００円に対し、支出済額は７７９

万４ ,６３７円、不用額は９５万３ ,３６３円です。  

 ７節報償費から１３節使用料及び賃借料までは、ふるさと教育支援事業及び子ど

もの学びと育ち育成支援事業に係る費用でございますので、後ほど主要施策を基に

説明をさせていただきます。  

 １８節負担金、補助及び交付金は、支出済額６２万７ ,８４０円で、準要保護世

帯等への就業援助費用補助金でございます。  

 １９節扶助費は、支出済額６４５万１ ,１９７円で、学用品費等、給食費、特別

支援教育就学奨励費でございます。認定児童の内訳は、要保護１名、準要保護１１

８名、特別支援１３名となっております。不用額８０万７ ,８０３円は、学用品費

等と扶助費が見込みを下回ったことが主な理由です。  

 ふるさと教育支援事業及び子どもの学びと育ち育成支援事業につきましては係長

より報告いたさせます。  

○柳瀬教育総務課係長   ９４ページを通知いたします。ふるさと教育支援事業に

ついて御説明いたします。  

 まず、事業の目的は、子供たちがふるさと尾鷲に愛着を持ち続けるため、地域の

人々の考え方や生き方から学んだり、自然や景観、歴史、伝統文化の体験など、郷

土愛を育むふるさと教育を充実させることを目的としております。  

 事業の内容につきましては、尾鷲の自然や景観、歴史、伝統文化などに触れる体

験学習、地域教材を活用した学びの充実など、記載のとおりでございます。  

 経費内訳は、小学校分が消耗品費と借上料で４１万２ ,０００円、中学校分が消

耗品費、通信運搬費、会場借上料で１１万５ ,０００円となっております。  
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 事業成果としましては、コロナ禍でできないこともありましたが、小学校では鈴

鹿サーキットでの体験プログラムに参加し、本田技研工業株式会社での自動車生産

などについて学ぶことができました。自然体験学習や伝統文化体験学習などを通し

て、地域の自然、歴史、食文化について理解を深め、地域の先人の知恵等を学んで、

地域を大切にする気持ちを育み、地域の方々との交流を深める機会を持つことがで

きました。中学校のふるさと産業体験活動につきましては、職場体験を通して地域

の産業を学ぶとともに、働くことの意味や意義に触れることができました。  

 財源内訳は全てふるさと応援基金繰入金でございます。  

 続きまして、次の９４ページを御覧ください。  

 次に、子どもの学びと育ち育成支援事業について御説明いたします。  

 まず、事業の目的は、より望ましい人間関係づくりや豊かな未来を切り開くため

の環境づくりと学校教育の充実を進めること及び文化的、芸術的な催物の鑑賞を通

して、園児の豊かな感性や想像力を育むことを目的としております。  

 事業の内容につきましては、学級満足度調査、ＱＵ調査を活用した児童・生徒が

安心して学ぶことができる環境づくりの推進など、記載のとおりでございます。  

 経費内訳は、小学校が報償費、消耗品費、役務費など３０万４ ,０００円、中学

校が消耗品費で３４万８ ,０００円、幼稚園が消耗品費、委託料などで１２万４ ,０

００円となっております。  

 事業成果としましては、各学校においてＱＵ調査を活用した学級のデータ分析を

行い、課題解決に向けての取組を進めるなど、ＰＤＣＡサイクルを意識した学級経

営に役立てることができ、また、一人一人の子供の思いを把握し、個別に悩みを聞

くなどの対応や、いじめ等の諸問題に対しての未然防止の取組などにつなげること

ができたと考えています。幼稚園では、プロによる人形劇を観劇し、子供たちの心

に強く残るものとなり、本物の文化、芸術に触れる貴重な機会を持つことができま

した。  

 財源内訳は全て一般財源となっております。  

 説明は以上です。  

○柳田教育総務課長   それでは、続きまして、第３項中学校費、１目学校管理費

を説明させていただきます。通知します。予算現額１億１ ,７６９万６ ,０００円に

対し、支出済額は１億１０７万１ ,６３０円で、不用額は８８４万７ ,３６６円でし

た。  

 １節報酬は、支出済額１ ,４２１万３ ,９４３円、学校医と薬剤師及び用務員等の
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会計年度任用職員１２名分の報酬です。不用額７４万５ ,０５７円は、会計年度任

用職員の採用が見込みを下回ったものでございます。  

 １０節需用費は、支出済額２ ,２０３万８ ,２０１円で、授業用事務用品などの消

耗品費６１７万８ ,０３７円、光熱水費１ ,２５７万９ ,９７０円、修繕料は２４９

万４ ,１５１円で、尾鷲中学校のトイレの照明灯の修繕でございました。不用額８

６万９ ,７９９円は、光熱水費等が見込みを下回ったことによるものなどです。  

 １１節役務費は、支出済額２７８万２ ,４３５円で、通信運搬費３３万９ ,７９９

円、浄化槽保守点検等手数料１７４万５ ,９００円などです。  

 次ページを御覧ください。  

 １２節委託料は、支出済額２７８万４ ,８１６円で、生徒心臓検診委託料ほか、

教職員健康診断など各種委託料でございます。  

 １３節使用料及び賃借料は、支出済額７５万２８７円で、複合機使用料４５万８ ,

４７９円などです。  

 １４節工事請負費、支出済額４ ,７０８万円は、尾鷲中学校屋内消火設備改修工

事及び同校の体育館アリーナ床改修工事です。不用額４１２万８ ,０００円は入札

差金でございます。  

 次ページを御覧ください。  

 １７節備品購入費は、支出済額５７６万１ ,０２３円で、図書購入や生徒用の椅

子や机の購入費用でございます。  

 １８節負担金、補助及び交付金は、支出済額６２万２ ,８１８円で、郡市中学校

体育連盟負担金１８万４４０円、選手派遣費補助金３３万９ ,８０７円などです。

不用額は１０４万９ ,１８２円で、新型コロナウイルスの影響により、中学校部活

動選手派遣費補助金が見込みを下回ったことによるものです。  

 次に、２目教育振興費です。予算現額８１６万３ ,０００円に対し、支出済額は

６９６万５８２円で、不用額は１２０万２ ,４１８円です。  

 １０節需用費は、支出済額１０２万６円で、クラブ活動に係るテニスボール等の

消耗品ほか、ＵＱアンケート用紙の購入費などでございます。  

 １９節扶助費の支出済額５８３万４ ,８０４円は、学用品費等、給食費、特別支

援教育就学奨励費で、認定の生徒の内訳は、要保護が１名、準要保護が８２名、特

別支援が３名です。不用額１０７万５ ,１９６円は、同扶助費の学用品等の見込み

が当初を下回ったためでございます。  

 次に、４項幼稚園費、１目幼稚園費です。予算現額１ ,９６３万６ ,０００円に対
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し、支出済額は１ ,９０５万３３４円で、不用額は５８万５ ,６６６円です。  

 １節報酬は、支出済額２２１万６ ,７４３円で、園医及び薬剤師と会計年度任用

職員１名分の報酬となっております。  

 １０節需用費は、支出済額２１万３ ,９７８円で、コピー用紙等、事務用品費な

ど消耗品費１７万３ ,２７８円などでございます。  

 次ページを御覧ください。  

 １２節委託料は、支出済額１３万２ ,５７２円で、人形劇委託料１１万８ ,８００

円などでございます。  

 １８節負担金、補助及び交付金は、支出済額１３万７ ,５８０円で、紀北ブロッ

ク乳幼児教育推進協議会負担金５万円などです。  

 以上が教育委員会の教育総務課に係る決算の説明でございます。  

 なお、資料といたしまして、教育委員会の会計年度任用職員の人件費についての

資料を添付してございますので、また後ほど御覧いただければと思います。  

 以上です。  

○南委員長   そのまま社会教育のほうも説明受けてもよろしいですか。では、引

き続いて、社会教育のほうもお願いをいたします。  

○平山生涯学習課長   生涯学習課でございます。よろしくお願いいたします。  

 生涯学習課に関する決算につきまして、決算書を基に、主要施策の成果及び実績

報告で御説明いたします。  

 決算書の２１８、２１９ページを御覧ください。  

 ９款教育費、５項社会教育費につきましては、予算現額１億８ ,９８０万４ ,００

０円に対し、支出済額は１億８ ,４７１万３ ,９４６円で、不用額は５０９万５４円

でございます。  

 １目の社会教育総務費でございますが、人件費につきましては総務課より説明が

されておりますので、割愛させていただきます。  

 こちらのほう、社会教育費の予算現額といたしましては４ ,４４２万６ ,０００円、

支出済額４ ,３９６万１ ,０９１円、不用額は４６万４ ,９０９円となっております。

支出の主なものといたしましては、次ページの２２０、２２１ページのほうを御覧

いただき、こちら、７節報償費１４０万１ ,１００円で、このうち１２０万３ ,１０

０円は放課後子ども教室推進事業のいきいき尾鷲っ子のコーディネーターや講師等

に係る報償費で、記念品代につきましては、第１回二十歳のつどい記念品でござい

ます。  
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 １３節使用料及び賃借料３９万２ ,７１４円のうち、文化会館使用料２４万１ ,８

５０円は、二十歳のつどい開催に係る使用料でございます。  

 次に、２目公民館費でございます。予算現額４ ,５４３万８ ,０００円に対しまし

て、支出済額が４ ,４１８万３ ,１５４円で、不用額は１２５万４ ,８４６円でござ

います。支出の主なものといたしましては、次ページ、２２２、２２３ページのこ

ちら、１０節需用費１ ,１２２万５ ,５７７円のうち、中央公民館等の光熱水費が７

４８万１０円、修繕料３３７万２ ,３３５円は、中央公民館２階図書館系統の空調

機修繕や、３階和室の畳や照明器具等の修繕、その他浄化槽の配管修繕などの修繕

料でございます。不用額６９万６ ,４２３円は、電気料金高騰等に伴う中央公民館

の光熱水費等の補正予算計上を行いましたが、実績のほうが見込みより少なかった

ことによるものでございます。  

 次に、１２節委託料１ ,２６３万７ ,０２０円は、次ページのほうに移っていただ

き、こちらのほうで清掃や警備、設備の各種点検等に伴う委託料及び中央公民館の

耐震化事業に係る設計等業務委託料６８７万５ ,０００円でございます。  

 中央公民館の耐震化事業につきましては、主要施策の成果及び実績報告書で御説

明いたします。通知いたします。  

○丸田生涯学習課長補佐兼係長   それでは、中央公民館耐震化事業について御説

明いたします。  

 本事業は、昭和５５年に設立された中央公民館の耐震化を図り、市民の生涯学習

活動の拠点として、学習機会の提供及び教養と健康づくりの推進を目的とするもの

でございます。  

 事業内容としましては、耐震診断、結果等を分析、見直しし、適切な方法による

耐震化を検討するもので、公益財団法人三重県建設技術センターへ設計業務委託し、

現在の耐震基準に基づいた工法及び補強箇所の検証により、南東側の壁面や講堂の

屋根を補強するなどの設計を行いました。  

 事業費は６８７万５ ,０００円で、財源内訳は、その他特定財源として、中央公

民館整備事業債が６８０万、一般財源は７万５ ,０００円でございます。  

 説明は以上です。  

○平山生涯学習課長   では、決算書２２４、２２５ページにお戻りください。  

 次に、１４節工事請負費２６４万２ ,２００円は、中央公民館消火栓ポンプ取替

工事に係る工事請負費、１７節の備品購入費８４６万８ ,９００円は、こちらのほ

うは新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用して、中央公民館３



－４１－ 

階講堂に設置いたしましたマイクシステム一式の備品購入費でございます。  

 続きまして、３目天文科学館費でございます。予算現額５７４万円に対しまして、

支出済額５０５万６ ,５９９円、不用額は６８万３ ,４０１円でございます。支出の

主なものといたしましては、１０節需用費９０万３ ,６３９円は、天文科学館のド

ーム空調機の取替え修繕ほか３件の修繕料４６万２ ,５５０円などでございます。  

 次に、４目の図書館費でございます。予算現額２ ,７８０万３ ,０００円に対しま

して、支出済額２ ,７５３万１ ,００８円で、不用額は２７万１ ,９９２円でござい

ます。  

 次ページの２２６、２２７ページを御覧ください。  

 支出の主なものといたしましては、１３節の使用料及び賃借料１５９万５ ,３６

３円のうち、図書館システム使用料が１２８万４ ,３６０円などであります。  

 １７節備品購入費３６５万５６３円は、こちら、図書館分の１ ,５０８冊と、あ

と、コミュニティーセンター分の６７冊の図書の購入費と、今回こちらにつきまし

ても新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用して、図書館に設置

いたしました図書除菌機の購入費が本備品購入費でございます。  

 それでは、図書館管理運営事業につきまして、主要施策の成果及び実績報告書で

御説明いたします。  

○浜口生涯学習課係長   それでは、図書館管理運営事業について御説明いたしま

す。  

 本事業は、暮らしの中の図書館として、市民が知性と教養を育み、潤いのある豊

かな生活を送るために役立つこと等を目的に、資料の収集、提供、保存を行うほか、

おはなし会や保育園等への絵本の貸出し、地区コミュニティーセンターへの団体貸

出しを行っています。  

 事業成果といたしましては、昨年度の貸出し冊数５万７ ,４２５冊、貸出し人数

１万２ ,７０１人、インターネットからの予約は１ ,２１６件でした。乳幼児向けの

おはなし会等の行事を６３回開催し、延べ６０２人の参加をいただき、読書に親し

む機会を提供することができました。あわせて、保護者向けのチラシを配布し、家

庭での読書の取組を啓発いたしました。  

 小中学生に対しては、手作り絵本教室、子ども読書会の開催、小中学校へ訪問し、

ブックトークを行ったり、中学生の職場体験、図書館見学の受入れを行い、延べ２

８５人の子供たちに対し読書への興味、関心を高めました。  

 地域へは、地区コミュニティーセンターへ定期的に巡回し、図書を配本し、コミ
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ュニティーセンター職員と連携して、図書館利用が不便な方に対しての貸出しサー

ビスを図りました。  

 また、昨年度本の除菌機を購入、設置したことにより、新型コロナウイルス感染

症拡大防止を図り、利用者に安心して本を読んでもらえる一助となりました。  

 事業費は６４２万７ ,０００円で、財源内訳につきましては、新型コロナウイル

ス感染症対応地方創生臨時交付金１０５万６ ,０００円、図書館コピーサービス料

１万５ ,０００円、ふるさと応援基金繰入金２５９万５ ,０００円、一般財源２７６

万１ ,０００円でございます。  

 説明は以上でございます。  

○平山生涯学習課長   決算書２２６、２２７ページにお戻りください。  

 次に、５目文化財保護費でございます。予算現額２０４万８ ,０００円に対しま

して、支出済額８４万３ ,９９７円で、不用額は１５６万４ ,００３円でございます。

不用額の主なものといたしましては、次ページ、２２８、２２９ページにお移りい

ただき、２１節の補償、補塡及び賠償金１００万円は、熊野古道周辺の森林施業者

に対する熊野古道歩行者の安全確保のために要する際の経費の補塡費の支給がなか

ったため、今回不用額となったものでございます。  

 次に、支出の主なものといたしましては、１０節の需用費５０万６ ,２０５円の

うち修繕料４８万７ ,３００円は、熊野古道の馬越峠の説明看板、標識の修繕料で

あります。  

 次に、６目郷土室費でございます。予算現額７１９万４ ,０００円に対しまして、

支出済額７１４万１ ,９００円で、不用額５万２ ,１００円でございます。支出の主

なものといたしましては、１２節の委託料１１４万９ ,５００円は、尾鷲大庄屋文

書等の貴重な文書など、文化財を害虫から守るための薫蒸作業の委託料でございま

す。  

 次に、２３０、２３１ページを御覧ください。  

 ７目少年センター費でございます。予算現額５２７万円に対しまして、支出済額

４６１万８ ,４５７円で、不用額６５万１ ,５４３円でございます。支出の主なもの

といたしましては、１８節の負担金、補助及び交付金４１万５ ,０１３円は、尾鷲

市少年指導員の会への青少年非行防止活動事業補助金、青少年育成町民会議の５団

体への青少年育成地域活動事業補助金、あと、地域間交流活動推進事業補助金は、

尾鷲市青少年育成市民会議への補助金となっております。  

 続きまして、８目文化会館費でございます。予算現額５ ,１５２万５ ,０００円に
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対しまして、支出済額５ ,１３７万７ ,７４０円で、不用額は１４万７ ,２６０円で

ございます。支出の主なものといたしましては、１０節需用費、修繕料３４７万５

４０円で、こちらは大ホールの空調設備の冷凍機及びヘッダー圧力バイパス弁の制

御機器修繕ほか、１階事務所の自動火災報知器設備修繕等でございます。  

 １２節の委託料４ ,７８７万２ ,０００円は、公益財団法人尾鷲文化振興会に委託

している市民文化会館の指定管理料でございます。  

 続きまして、９款教育費、６項保健体育費、１目保健体育総務費でございます。

予算現額２億３ ,４１１万円に対しまして、支出済額１億４ ,０３９万７ ,０７３円

で、繰越明許費７ ,６４２万６ ,０００円は、こちらは令和５年第１回定例会にて繰

越しをお認めいただきました国市浜公園整備に伴う測量設計実施業務関係の委託料

及び積算業務に係る委託料でございます。不用額は１ ,７２８万６ ,９２７円でござ

います。  

 少し飛びまして、２３４、２３５ページのほうを御覧ください。  

 こちらのほうに、不用額の主なものといたしましては、２目運動場管理費の１４

節工事請負費１ ,４５８万７ ,２００円は、市立運動場テニスコート改修工事の入札

差金でございます。こちらは工期及び変更契約の状況により減額の補正予算計上を

行いませんでしたので、今回不用額としたものでございます。  

 ２３２、２３３ページにお戻りください。  

 １目保健体育総務費の支出の主なものといたしましては、１２節委託料７０万円

は、尾鷲市スポーツ協会への美し国三重市町対抗駅伝参加事業委託料であります。  

 １８節負担金、補助及び交付金４８６万１３８円の主なものといたしましては、

補助金のうち、成年スポーツ活動事業補助金は尾鷲市スポーツ協会への補助金、少

年スポーツ活動事業補助金は尾鷲市スポーツ少年団への活動補助金でございます。

他市町公営プール利用補助金４０２万５ ,２８０円は、紀北町、多気町、熊野市に

ある市民プールの利用者に対する補助金で、昨年度は延べ１ ,４２７人、件数とし

ましては１万１ ,８５５件の利用があり、令和３年度比で約３０％の増加となって

おります。  

 続きまして、２目運動場管理費でございます。予算現額１億９ ,２９９万８ ,００

０円に対しまして、支出済額が１億１７５万８ ,３３２円、繰越明許費７ ,６４２万

６ ,０００円、不用額は１ ,４８１万３ ,６６８円でございます。  

 次ページ、２３４、２３５ページを御覧ください。  

 支出の主なものといたしましては、１２節委託料４ ,６４２万２ ,３００円は、野
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球場と市営グラウンドの施設管理や除草、トイレなどの運動場施設管理業務委託料

が１８４万８ ,０００円、設計等業務委託料４ ,４５７万４ ,３００円は、国市浜公

園に伴う地質業務の委託料、こちらが１ ,９５９万４ ,３００円。あと、繰越しをお

認めいただいた国市浜公園整備に伴う測量・基本設計・実施設計の業務委託料、こ

ちらは事業費が８ ,３２９万２ ,０００円のうち、前払い金として２ ,０４９万８ ,０

００円を支出しております。  

 １４節の工事請負費５ ,３１９万５００円は、市立運動場テニスコート改修工事

に係る工事請負費で、テニスコート４面、面積で２ ,９６５平米を砂入り人工芝舗

装に改修を行いました。こちらの財源といたしましては、日本スポーツ振興センタ

ーよりスポーツ振興くじ助成金３ ,３９０万４ ,０００円の助成を受けております。  

 次に、３目の体育文化会館管理費でございます。予算現額１ ,５５３万７ ,０００

円に対しまして、支出済額が１ ,４５９万１ ,２９８円で、不用額は９４万５ ,７０

２円でございます。不用額の主なものといたしましては、１２節委託料７４万８ ,

５４０円は、体育館で休日に開催される予定であった大会等が中止になったことに

より、休日の臨時警備業務委託料が見込みを下回ったことなどによるものでござい

ます。  

 次に、支出の主なものといたしましては、１０節需用費４１２万２ ,９１６円は、

体育文化会館及び市庁舎別館の光熱水費３３９万４ ,８４９円及び体育文化会館、

九鬼体育館武道場の各種修繕料として６５万３ ,４００円でございます。  

 次に、１２節委託料９８１万８ ,４６０円は、体育文化会館耐震診断業務委託料

６９４万９ ,８００円ほか、警備、清掃業務委託料が主なものであります。  

 それでは、体育文化会館の耐震診断事業につきましては、主要施策の成果及び実

績報告で御説明いたします。  

○中世古生涯学習課主幹兼係長   それでは、体育文化会館耐震診断事業について

御説明いたします。  

 主要施策の１０８ページを御覧ください。  

 体育文化会館耐震診断事業については、これまで耐震診断等の調査検討が未実施

であったが、尾鷲市公共施設等総合管理計画に上げた目標達成に向け、令和２年度

に策定された尾鷲市公共施設個別計画に基づき、耐震診断を昨年度実施いたしまし

た。  

 結果概要については、大規模な地震で倒壊し、または崩落する危険性が高いと判

定され、この結果を踏まえ、今年の２月８日より体育館の利用を中止しております。  
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 決算額は６９５万円、財源内訳については、国庫支出金、防災・安全交付金から

２０１万６ ,０００円、一般財源４９３万４ ,０００円となっております。  

 説明は以上でございます。  

○平山生涯学習課長   以上で生涯学習課に関する決算の説明とさせていただきま

す。御審議のほどよろしくお願い申し上げます。  

○南委員長   以上ですね、決算説明はね。  

 教育委員会に係る一般会計の決算は以上でございます。御質疑、御発言のある方。  

○中村委員   決算書の２０５ページの事務局費の１０節需用費、消耗品費１ ,６０

０万の、大まかでいいですけど、内訳って教えていただけますか。事務局だけの消

耗品費ですよね。  

○柳田教育総務課長   大きなものといたしましては、給食センターから配送され

る尾鷲小学校、中学校への食器類で、概算でございますが５０８万円、それを運ぶ

食缶等の購入で４６０万円が経費としてかかっております。  

○中村委員   それって事務局費の消耗品なんですか。給食の食器ですよね。  

○柳田教育総務課長   教育委員会の費用品目に関しましては、小学校費、中学校

費、事務局費という形で分かれておりまして、今回の給食センターは共同調理場と

いう形になりますので、両方の学校に係るということで、事務局費にこちらの消耗

品を計上させていただいたという運びになっております。  

○南委員長   よろしいですか。  

○小川委員   毎年一緒のところばっかり聞いているような気もするんですけど、

２１３ページ、１８節の就学援助費用補助金というの、これは初めて聞いたかなと

思うんですが、これは何なんでしょうか。  

○柳瀬教育総務課係長   こちらにつきましては、昨年度、給食センター工事にか

かりまして、給食が停止しました尾鷲小学校の高学年の分に扶助費相当の補助をと

いうことで、補助金として計上したものでございます。  

 以上です。  

○小川委員   それから、相対的貧困と言われる生徒たちの、２０１２年度あたり

からちょっと改善してきて、今、全国的に７人に１人ぐらいになっていると思うん

ですけど、今聞いた人数、要保護１人、準要保護１１８人、あと、１１３人とか聞

いたんですけれども、尾鷲市としては、尾鷲市も改善されているんですか。今は何

人に１人ぐらいになっているんですか。  

○柳瀬教育総務課係長   すみません。何人に１人というところまでは計算はして
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いないんですけれども、生徒・児童の数は減っておるんですけれども、扶助費に該

当する方というのは横ばいというか、そこまで減っていないというのが現状でござ

います。  

 以上です。  

○小川委員   去年、おととしあたり、多分５人に１人ぐらいちょっと率、高かっ

たかなと思うんですけど、その横ばいということで、尾鷲市のほうでは改善はされ

ていないというふうに理解すればいいですよね。  

○柳田教育総務課長   委員の御質問にお答えさせていただきます。  

 少子高齢化に伴いまして生徒数は徐々に減少をしておるような状況でございます

が、要保護世帯というのはいわゆる独り親世帯であったり、所得が著しく低いとい

う方に対しての援助となっておりまして、これに関しましてはあまり人の減は少な

いという、子供が減っているスピードよりは減っていないというような状況ではあ

るものの、これ以降先、まだまだ子供の数が減ってくるということで、全体的には

減少にはなってくるかなと考えております。  

○小川委員   扶助費のところを見ると、学用品、あと、給食費などあるんですけ

ど、尾鷲市の場合、修学旅行費はついていなかったですか。  

○柳田教育総務課長   こちらのほう、修学旅行についてもついておりますが、す

みません、品目のほうがこちらのほうの扶助費のほうにつかず、ごめんなさい、ち

ょっと確認はしてみなきゃいけないんですが、費用弁償のほうに恐らく入っている

かと思いますので、また確認させていただきます。  

○小川委員   学用品、給食費、みんな一緒の人数ですよね、皆さん。これはある

けど、これはないというのはないですよね。  

○柳田教育総務課長   尾鷲市だけこれがないということはありません。  

○小川委員   分かりました。  

○中村委員   ２１６、２１７ページの幼稚園費についてお尋ねします。  

 ３歳児からの無償化が始まっていると思うんですけれども、これの中の予算の国

と県からの割合を教えていただけますか。１ ,９００万の中の。  

○南委員長   分かります、この財源構成、すぐに。  

○柳田教育総務課長   大変申し訳ございません。今手元に詳細資料がございませ

んので、また確認させていただいて、資料のほう、提出をさせていただきます。  

○南委員長   後でお願いいたします。  

 他にございませんか。  
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○仲委員   決算書２１１ページの小学校費、委託料で、小学校のプール水質検査

委託料とか、プールトリハロメタン検査委託料、中学校費も同じように予算、決算

があるわけなんですけど、今年の夏休み中の小学校のプールのにぎわいが耳に入っ

てきていません。小学校の夏休みのプールの開放についてどうであったか。もう一

つは、尾鷲中学校のプールの使用は平時どうなのか。そこらをちょっとお答えくだ

さい。  

○柳田教育総務課長   いただいた委員御質問のプールにつきまして回答させてい

ただきます。  

 小学校のプールでございますが、コロナ禍ということで、ここ数年コロナ禍に入

ってから学校のほうのいわゆる自由開放というものがされていないと聞いておりま

す。一部今年に入ってからＰＴＡの皆様と協議をして一部開放したところであると

か、学校のいわゆる授業として、ちょっと泳ぐのがまだ上手ではない子に対しての

補習というような形で学校のプールを利用したということは聞いておりますが、一

般的に夏休み、自由開放をしたというのは１校だけと聞いております。これに関し

ましては、コロナの間もあったりということと、あとは、開放に関しましては学校

ではなくＰＴＡが主体となって学校のプールを開放しているであるとか、そういっ

たところで、人の問題、やはり事故の安全性を確保する問題等々もありますので、

今後開放に向けて、開放していくということであれば様々な諸所の課題を解決して

いかなくてはならないかなというふうに考えております。  

 なお、中学校の開放のことに関しましては、大変申し訳ございません、今のとこ

ろちょっと情報が入っておりません。  

○仲委員   ここ二、三年はコロナの関係で、自由開放か、夏休み中の、されてい

ないと。１校だけということですけど、夏休みの子供たちの居場所というのは、一

つはプールで泳ぐと。今年みたいな熱中症が出るような暑さ、プールにおっても熱

中症になる場合もあるとは聞いていますけど、やはり水につかるというのは、ある

意味では子供たちは涼しいかなと。  

 今後、コロナが今のような状態が続いたとき、各小学校、何年間もやはり自由開

放ができないという状況を僕はつくってはいけないと。働き方改革で、先生じゃな

しにＰＴＡが自由開放、プールのあれを持つというのであれば、それも難しいとい

うことであれば、今後夏休み期間中の各小学校、５日でも６日でもいいんですよ。

予算をつければ警備員を置けます。そういうような考え方があっていいんじゃない

かと思うんですけど、保健体育費には他市町公営プールに４０２万５ ,０００円出
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ています。出ていますよね。学校教育で予算をつけないということはないと思うん

ですわ。そういうところへ、教育長、どうですか。  

○田中教育長   コロナ禍ということで、以前やっていた自由開放ができないとい

うことが今、懸案になっているというふうに思いますけれども、安全性が非常に、

こども園のほうでも事故がありましたよね、滋賀のほうで。そういうことで、安全

性を確保しないといけないというところで、委員さん今言ってくれているような予

算措置も要るかなというふうに思いますので、また今後検討していきたいというふ

うに思います。それから、本当に子供たちの夏休みが、プールを奪われるというの

は非常に苦しいことやなというのは分かっておりますので、その辺のことも十分学

校側とも相談しながらしていきたいなというふうには考えております。  

○仲委員   小学校等のプールの自由開放については、よその大きな都市でも現実

に今年ありました。しかしながら、民間のプールが開業していまして、子供たちは

そこへ行けると、尾鷲市ではないんですね。川へ行ったらいいんじゃないかという

けど、そこも危険があります。それから、もう一点は、放課後児童クラブも影響を

受けているんですね。学校が夏休み中、プールを開放しないということであれば、

放課後児童クラブも使えない。こういうことも含めて、予算処置が必要であれば予

算要求してください。  

 以上です。  

○南委員長   答弁はよろしいですか。  

○柳田教育総務課長   ありがとうございます。  

 プールの開放に関しましては、先ほど話しさせていただきましたとおり、いわゆ

る危険性を伴うものであっては駄目だと思っておりますので、まず安全性を十分に

確保できるかどうか。また、委員御発言の中にもありましたが、プールで熱中症と

いうのが非常に大きな問題になっております。そういったところも、水温何度以上、

また、気温が何度以上であれば屋内運動だけじゃなしにプールの運動も駄目な時間

も設けなくてはいけないので、様々なクリアしていかなければならないようなこと

もあるかとは思いますが、委員御発言の提案に関しましては、前向きに検討させて

いただきたいと思います。  

○小川委員   ２１１ページ。２１１と２１５を併せて、インターネットの使用料、

ありますよね。タブレットを、多分１人１台のインターネット使用料かと思うんで

すが、もうそろそろ更新時期が来ると思うんですけれども、更新に対して国の補助

金がまた出るのかどうか。準備されているのか。  
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○柳田教育総務課長   今使っているタブレットに関しましては、更新が５年とい

う期間を持ってみれば、令和７年ぐらいが更新の年になってくるというふうに考え

ております。  

 また、国のほうの補助金の関係なんですけれども、今のところ、それに対応する

というような補助金の創設されるという動きはまだちょっと確認はできておりませ

んが、これら事業に関しましてはコロナの交付金を充てて購入した市町も多いかと

思います。恐らく国のほうも何らかの補助金、交付金が考えられるんであれば、私

どものほうもそういったところを確認しつつ、利用できる補助金を使って更新をか

けていきたいと思っております。  

○小川委員   もう更新しているところもありますので、もうそろそろ準備してお

いたほうがいいんじゃないかと思うんですけど、何か、国がまた補助金、更新のと

きに出すというような話もちらっと聞いたものですから。タブレット。情報、出て

いるみたいですよ。  

○柳田教育総務課長   大変失礼しました。文科省のほうで概算要求のほうが出て

おるということでしたので、こちらのほうも必ず活用する形で更新のほうを進めて

まいりたいと思っておりますので、よろしくお願いします。  

○南委員長   他にございませんか。  

 では、ちょっと１点私のほうから、細かい話なんですけど、２１１ページの微量

ＰＣＢ分析業務手数料で１５万８ ,４００円上がっておるんですけれども、まだ、

いまだに市役所内にＰＣＢというのは……。僕は、多分もう処理されたと思ってお

ったんやけど、全部。まだあるんですか、結構。  

○柳田教育総務課長   ＰＣＢの分析手数料に関しましては、須賀利小学校の中に

低濃度のやつがあることが判明いたしまして、それの分析の手数料ということで計

上させていただきました。やはり、現在使っていない施設でございましたので、ち

ょっと確認が遅れたということもありまして今回計上させていただいたんですけれ

ども、今のところでございますが、廃校、休校になったところも含めて、今のとこ

ろこれで最後かなということで確認は取っております。  

○南委員長   もう一度しっかり確認をしていただいて。おいておるのはないか、

改めてしっかりもう対応をしてほしいと思います。  

 それと、最後で、奨学金の貸付事業なんですけれども、最近応募が少ないんです

よね、ずーっとね。再募集してもなかったりということで、やはり結構借りやすく

なって、ハードルは下がって、有利な点もかなりあるんですけれども、いまだに応



－５０－ 

募が少ないということは、やはり教育委員会としてどこに問題というよりかは、課

題があると分析をしておりますか。  

○柳田教育総務課長   やはりこの奨学金、御利用になる方に対してのＰＲがちょ

っと薄いのかなというふうには考えております。なかなか尾鷲市が奨学金をしてお

るということを、認知されておる方の数も少ないのかなと思いますので、先日一般

質問でもありましたが、商工観光課では、企業のＰＲポスターを貼るというような

ことを進めていくという中で、できれば私どものほうも、中学校であるとか、高校

であるとかに、尾鷲市にも奨学金があって、なおかつ、尾鷲に帰ってこられて、５

年間以上勤められた場合には免除されるよというようなところも非常に有益な情報

かと思いますので、そういったところをＰＲを厚くやっていきたいなと思っており

ます。  

○南委員長   尾鷲がこういった経済が脆弱で、本当に大変な過疎地域ですので、

尾鷲独自の全国が見習うような奨学金制度を思い切って僕は考えてもいいんじゃな

いかなと考えておりますので、ぜひとも御検討をお願いいたします。  

 では、よろしいですか、皆さん。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○南委員長   それでは、これで議案第４６号、令和４年度尾鷲市一般会計歳入歳

出決算の認定については全て終了をいたします。  

 本日はこれにて散会をいたします。明日は議運、全協、あるんですね。明日ね。  

（発言する者あり）  

○南委員長   明日は１０時から議運と終了後全協、その後、委員会をして病院と

水道に入っていただきますので、よろしくお願いをいたします。ありがとうござい

ました。  

（午後  ２時１９分  閉会）  


